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 第 I章発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至る動機
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森下遺跡は、佐久市長土呂地籍に所在し、御代田方面から南西に伸びる田切り地形の終末部分

て‘、東方の周防畑遺跡群、西方の西近津遺跡群に挟まれた小田切地形が存在し、西近津遺跡群の

東側縁辺に含まれると考えられ、標高は700-71Qm前後を測る。周防畑遺跡群・西近津遺跡群は、

『佐久市遺跡詳細分布調査報告書』によると、いずれも縄文時代から平安時代の複合遺跡てあり、

昭和46年度西近津遺跡、昭和54年度周防畑A遺跡、昭和55年度周防畑B遺跡、昭和58年度若宮遺

跡、昭和59年度下長畝遺跡等の発掘調査が実施され、該期の遺構が多数検出された。

今回、佐久市土木課が行う市道近津中佐都線道路改良事業に伴い、遺跡の破壊が余儀なくされ

る事態となり 、拡幅工事に先立ち発掘調査を行い、記録保存する必要性が生じた。 そこて、佐久

市教育委員会の指導管理のもとに、佐久市土木課から委託を受けた佐久埋蔵文化財調査センター

が発掘調査を実施する運びとなった。
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第 2節調査日誌

今回行った調査は、道路の拡幅工事に伴うものてあり、調査区が長さ約520m、幅約 6mてあ

るためグリッドの設定は行わず、調査区を40m間隔のA区-N区まての各区を設定して行った。

また、調査区北側の第 1・2・3号トレンチについては、大型車輌の通行を確保するため、緊急

に発掘調査を実施することが必要となり、10月の調査に先立ち、 6月に調査を実施することになっ

た。

昭和63年6月6日（月） -6月8日 （水）

調査区北側より、第 1-3号トレンチの

掘り下げ作業、併行してプラン確認作業を

行う。

6月9日 （木） -6月16日 （木）

プラン確認作業により検出された遺構の

掘り下げ作業を行う 。実測図作成・写真撮

影は随時行う。

6月17日（金）

テント・機材の撤収を行う 。

6月18日（土）

原点標高の移動を行う 。

BM  1 =709. 46m、BM2 =710. 90m。

10月4日（火）-10月8日（土）

H区-M区を通行止めとし、調査区南側

より、重機により表土削平作業を行い、併

行してプラン確認作業を行う。

10月11日 （火） -10月29日（土）

プラン確認により検出された各遺構の掘

り下げ ・実測作業・写真撮影を行う。

10月31日 （月） -11月10日（木）

第10・14・17号住居址については、現道

下にも存在することが予想されたため、重

機により削平を行い、掘り下げ・実測作業

・写真撮影・全体図作成を行う。

機材の撤収を行い、現地調査を終了する。

12月1日 （木）～平成元年3月31日 （金）

室内にて報告書作成作業を行い、森下遺

跡の全調査を完了する。

第II章遺跡の立地と環境

第 1節 森下遺跡の自然環境

森下遺跡は佐久市の最西北端の西近津遺跡群の小諸市との境に位置している。この付近一帯は

北方にそびえている浅間火山の噴出物によ って地質構成されている地帯て，'、この地域環境を記載
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浅間山の形態と構造（白倉

するには先ず浅間山の構成からはじめ

なければならない。

浅間山は群馬・長野県境の上信越国立

公園の最南端にあり火山国日本の中に

おいても珍しい代表的な活火山て‘‘現在

も盛んに噴煙を上げていることて‘‘知ら

れている。それに加えて研究史の長い

小浅間山
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原図）
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第 3図

こと、火山活動の記録が古くから残さ

れていること、火山形態が各面から具

備していることなどにもよりわが国東

西交通の要路中仙道・信越線沿いにあ

り、活動している火山として時に大噴

火をし周辺に災害を及ばすこともあり、

四季の風望の変化のすばらしさなどに

よって古来文学絵画の対象ともなり多

くの作品も残されている。

浅間山は黒斑山• 前掛山・中央釜山の三重

式成層火山て‘標高2560m、

変化があり、

四方からの眺望の

しかも常に噴煙を上げ続けてい

るのて‘‘人目につき易いが特に南方佐久市側か

ら見渡す形態が実にすばらしい。火山構造も

含めて図示したものが第 1図て‘‘あるが、

瀬など火山の模形を見るようてある。

いのが現状てある。

コ

ニーデ型の裾野と三重式噴火口寄生火山火口

しかも

噴煙は上空の偏西風によって東に傾くことが

多いため大噴火による災害も西側には及ばな

しかし長い火山活動の歴

史をたどって見ると、南方佐久市側にも噴火

の状況を語る噴出物溶岩火山灰火山砂礫の堆

積層が多く残されている。浅間山はわが国の

火山としては最も新しい若い火山て‘‘、第 1次

黒斑火山の活動を開始したのが新生代第四紀
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洪積末期てあるが、黒斑火山最盛

期には単式成層火山て標高2800m

を越える大型火山てあった。その

整然とした大火山は噴火口の東半

分以上を破壊する大爆発によって

山体を失ってしまった。その時の

噴出溶岩熱水泥流の大部分が主と

して南方に流下して佐久市中佐都

付近まて 押`出している。その堆積

物は現在JR中佐都駅付近を中心

として塚原・赤岩・平塚付近の田

園地に散在し、松島湾に浮かぶ松

島のように並んて‘いる泥流残丘て‘

ある。基盤整備以前はその数100

を越す大小残丘が浅間山頂方向か

ら放射状に並んており地名の起源

にもなっていた。岩質の研究結果

から黒斑岩壁に残っている岩石と同一てあることが実証されている。

第1表浅間火山を中心とした編年
（荒牧重雄著 『浅間火山の地質』による。 一部加除）
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指梢屑詳

(OZJMA et ,I. 1968) 

その破壊された黒斑火山の中心から再び活発な火山活動が再開されたのが前掛山に成長するわ

けてあるが、その過程の長い期間の多量な噴出物てある火枠流軽石流（熱火山灰砂軽石） と降下

火山灰砂が二回に渡って佐久市北半部に厚さ20m以上に堆積した。これは浅間山南面追分原以南

• 佐久市中込原、西端は小諸市懐古園付近まて広範囲に223km'に分布して、佐久平北半部の生活

地表面を形成して第一• 第二軽石流と呼ばれている（第 1軽石流はP1、第 2軽石流はP2と命名

されている）。

この軽石流は湯川を埋め、一部に湖沼状態も作り湿地水中堆積層も各地に作り、浅間火山山麓

を平坦化した。この大規模な第一軽石流と小規模な第二軽石流の間には100年以上の間隔があっ

たらしく 20cm内外の黒土層を灰んて‘‘いる所もある。

この軽石流P1・P2の地表面が佐久市北半部を形成しているが、この地層は火山から噴出した

ままの火山灰砂軽石の堆積したままのものて‘凝固していないために水の浸蝕には頗る弱く 豪雨洪

水には極めて大きな地形変化を受ける。従ってこの地帯には火山山麓特有な“田切り＂の地形が

発達している。最大なものとしては湯川の谷をはじめとして浅間山麓に深い谷が50余発達してお

り、山麓湧水地下水の流下通路となっており古代からの稲田耕作をささえてきている。
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この田切りの周辺に多くの遺跡が分布しており、森下遺跡もその一つてある。森下遺跡北西30

omの小諸佐久両市境となっている大田切もその代表的な一つてあり、御代田町湧玉からの湧水

を流下させており湧玉用水とも呼ばれ、その周辺に水田耕地村落が早くから発達した所て‘‘ある。

（白倉盛男）

参考文献

白倉盛男 1971 『浅間山と火山博物館』 小諸市立火山博物館

荒牧重雄 1968 『浅間火山の地質』 地学団体研究会

第 2節遺跡の歴史的環境

し

森下遺跡は長土呂部落西北部に近接する字森下に所在 し西近津遺跡群に属している。長土呂部

落の東を流れる濁川・ 湯川の流域は、土器・石器が採集されることて、古くから著名な遺跡群が

広く分布している地帯として知られているが、これ等の遺跡は佐久平特有な田切り地形の台地上

に位置し森下遺跡もその例外てはない。

これ等の遺跡群は、佐久市教育委員会が昭和57・58年度に実施した『佐久市遺跡詳細分布調査
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第2表周辺遺跡一覧表

No. 佐分Nn 遺跡名 所 在 地 立地
時 代

備 考
縄弥古奈平中

1 森下遺跡 長土呂字森下 ・若宮他 微高地 本調査

2 29 西近津遺跡群 長土呂西近津 ・下大豆塚他
＂ ゜゚゜゚゜3 29-1 長土呂字西近津 長土呂字西近津 II 

゜゚
昭和46年度発掘調査

4 6 近津遺跡群 長土呂字本宮 ・北近津他 台地

゜゚゜゚5 6-1 北近津遺跡 長土呂北近津 II 

゜゚
昭和46年度発掘調査

6 7 周防畑遺跡群 長土呂字周防畑 ・上北原地 II 

゜゚゜゚゜7 7-1 周防畑A遺跡 長土呂字南下北原 微高地

゜゚
昭和54年度発掘調査

8 7-3 若宮造跡 長土呂字若宮 II 

゜゚゜
昭和58年度発掘調査， 7-2 周防畑B遺跡 長土呂字大豆田・下仲田他 II 

゜゚゜゚
昭和55年度発掘調査

10 8 芝宮遺跡群 長土呂北上中原 ・北中中原他 台地

゜゚゜゚゜11 8-1 芝宮遺跡第一次 長土呂北下中原 II 

゜゚゜゚゜
昭和54年度発掘調査

12 8-2 芝宮遺跡第二次 長土呂北中中原 II 

゜゚゜゚゜
昭和55年度発掘調査

13 8-3 芝宮遺跡第三次 長土呂字中中原 II 

゜゚゜゚゜
昭和57年度発掘調査

14 ， 長土呂遺跡群 長土呂字長土呂阻し・聖石他 II 

゜゚゜゚゜15 40 長土呂館跡 長土呂字城 II 

゜16 541 曽根新城跡 岩村田下穴虫
＂ ゜17 45 新城遺跡 岩村田字新城 低地

゜゚゜゚18 38 下蟹沢遺跡 長土呂字下蟹沢・中蟹沢
＂ ゜゚゜゚19 41 枇杷坂遺跡群 岩村田字枇杷坂・久保田頭他 台地

゜゚゜゚20 41-1 琵琶坂遺跡 岩村田字枇杷坂
＂ ゜゚

昭和60年度発掘調査

21 52 岩村田遺跡群 岩村田六供後・六供他
＂ ゜゚゜゚゜22 52-1 六供後遺跡 岩村田六供後
＂ ゜ ゜

昭和55年度発掘調査

23 51-2 石並城跡 岩村田字石並他
＂ ゜゚゜゚゜24 51-1 王城跡 岩村田字古城 II 

゜゚゜゚゜
昭和54年度一部発掘調査

25 51-3 黒岩城跡 岩村田字古城
＂ ゜゚゜゚゜

昭和55・59年度発掘調査

26 39 円正防造跡群 岩村田字円正防 ・田中他

゜゚゜゚゜
昭和59年度一部発掘調査

27 39-1 清水田遺跡 岩村田字清水田 微高地

゜゚
昭和53年度発掘調査

28 30 翌林城址 常田字競林
＂ ゜29 37 漑林古墳群 長土呂字競林 II 

゜30 35 下大豆塚古墳群 長土呂字下大豆塚 II 

゜
昭和56年度発掘調査

31 36 束池下古墳群 常田字東池下 II 

゜
昭和49年度発掘調査

32 34 大豆塚古墳群 塚原字大豆塚 II 

゜33 28 常田居屋敷遺跡群 常田字家地頭、塚原字長塚他 II 

゜゚゜゚
報告書』によると、西近津遺跡群 (2) は長土呂字西近津・下大豆塚・三貫畑・小金井・森下・

下長畝 ・東競林、常田字璧林・東池下、塚原字大豆塚に跨っ て分布する縄文時代か ら平安時代の

集落址てあり、近津遺跡群 (4) は長土呂字本宮・北近津・宮浦・下宮原・上宮原等の地域に分

布し弥生時代～平安時代の集落址て‘‘ある。周防畑遺跡群 (7)は長土呂字周防畑 ・上北原・北上

宮久保・菱林・入高山・南上北原・南下北原・一本松・渋右衛門・東近津・南近津・若宮• 宮の

前・上墟端・道常 ・ーツ長田・大豆田・下仲田・上仲田を含む地域て集落址、芝宮遺跡群 (8)

は長土呂字北上中原・北下中原・上芝宮 ・南上中原 ・下芝宮・上高山 ・中高山・下高宮、 小田井

字穴沢・下曽根の地域に分布し縄文時代～平安時代の包蔵地、長土呂遺跡群 (14) は長土呂字長

土呂隠 し・聖石・上餌袋・ 下餌袋・上聖原・ 中聖原・下聖原・上聖端 ・上大林 ・下大林・下聖端
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・上日影・南聖原・下日影・三百地・西浦・城・北小路・下小路の地域に展開し弥生時代～中世

の包蔵地、枇杷坂遺跡群 (19) は岩村田字枇杷坂・久保田頭・蟹沢端・下穴虫・下久保田向・上

久保田向、長土呂字舟久保の地域て‘‘弥生時代～平安時代への包蔵地、岩村田遺跡群 (21) は岩村

田字六供後・六供・行人塚・梨の木・新町・中宿・木戸在家・外西浦・菅田・荒町・古城・城下

• 北羽毛平に展開し弥生時代～中世の集落址、円正防遺跡群 (26)は岩村田字円正防・ 田中・蔦

石• 清水田に分散し縄文時代から平安時代の集落址とされている。昭和59年度、岩村田字円正防

~
 

• 田中地区の発掘調査が行われ、弥生時代竪穴住居址10棟、古墳時代竪穴住居址8棟が検出され、

濃密な集落址と再確認された。常田居屋敷遺跡群 (33) は常田字家地頭、塚原字長塚・砂畑• 砂

原・屋敷・大豆塚・駿河塚に分布し、弥生時代～平安時代の散布地としている。

本遺跡の周辺に分布する既発掘遺跡を概観すると、昭和46年度、西近津遺跡 (3)て、弥生時

代後期竪穴住居址 1棟、古墳時代後期竪穴住居址3棟、昭和46年度、北近津遺跡 (5)て‘‘、古墳

時代竪穴住居址4棟、土坑3基、柱穴址等が検出され更に台地全体より竪穴住居址13棟、土坑7

基を検出し、集落址の一部が確認された。昭和54年度、周防畑A遺跡 (7)ては、平安時代竪穴

住居址5棟、溝状遺構3基、ピット状焼土址等が検出された。出土遺物は少なかったが、弥生時

代百瀬式の壺も 1点出土している。若宮遺跡 (8) は昭和58年度、一部発掘調査され、竪穴住居

址16棟が検出され、所産期は古墳後期～平安時代に求められる。周防畑B遺跡 (9) は昭和55年

度発掘調査され、弥生後期竪穴住居址23棟、円形周溝基2基、土坑17基、平安時代竪穴住居址18

棟が検出された。芝宮遺跡第一・ニ・三次調査は、昭和54・55・57年度に実施され、溝2基、土

坑 7基等が検出されている。清水田遺跡(27)ば昭和53年度発掘調査され、弥生時代中期竪穴住居

址 8棟、古墳後期竪穴住居址3棟が検出され、六供後遺跡 (22) は昭和55年度、幼稚園舎建設の

ため一部発掘調査を行い、中世の溝址が検出された。尚、未発掘調査遺跡として、新城遺跡 (17)

は岩村田字新城に所在し、下蟹沢遺跡 (18) は長土呂字下蟹沢・中蟹沢に所在する。また、本遺

跡周辺には古墳群も点在する。競林古墳群 (29) 5基、下大豆塚古墳群 (30) 2基、東池下古墳

(31) 3基、大豆塚古墳群 (32) 3基等があり、いずれも円噴て｀ある。中世の城址も長土呂館跡

(15)、石並遺跡 (23)、王城跡 (24)、黒岩城跡 (25)、鷺林城跡 (29)等が所在する。黒岩城跡は昭

和55年度・ 59年度に発掘調査された。弥生時代土坑 1基、古墳時代後期竪穴住居址15棟、中世竪

穴遺構54基、堀立柱建物址3棟、土坑285基等が検出され、土師器、須恵器・鉄鋒・金属製品・

石製品等が多数出土している。

以上森下遺跡周辺を概観したが、調査事例も乏しく実態は判明していない。その意味て‘‘、森下

遺跡の発掘調査は実態解明に対して重要な示唆を与えることは言うまでもない。

（黒岩忠男）

7
 



第III章基本層序及び概要

第 1節基本層序

森下遺跡は、佐久平の北端部に位置し、標高は約704-710mを測り 、南西に向って傾斜する。

東方に濁川、西方に湧玉川が南流し、この両河川の周辺は、田切り地形が帯状に形成され、この

台地上には、近津遺跡群・周防畑遺跡群・芝宮遺跡群等の大遺跡群が展開している。

本遺跡は、東方の周防畑遺跡群、西方の近津遺跡群に挟まれた、田切り地形の終末部分てあり、

今回の調査においても、調査区の東側に沿った形て小田切りが存在 していること が明らかになっ

た。従って、本遺跡は西方に広がる近津遺跡群の東側縁辺に位置するものと考えられる。

発掘区における基本層序の抽出は、調査区北側第5号 トレンチ、 南側第10号 トレンチの 2箇所

について行った。

0.5 
m 

5トレ I 0トレ

第I層 7.5YR3/3 暗褐色土層

耕作土。

第II層 7.5YR3/4 暗褐色土層

パミス含む。粘性な し、しま

りややあり 。

第III層遺構覆土

第IV層 黄褐色ローム層

第V層 7.5YR7/2 明褐灰色土層

第 1層耕作土は、 30-40cmの層厚を測

第5図 森下遺跡基本層序模式因
るが、第 6 号 トレ ンチ北側•第 8 号 トレ

ンチでは役10cmと浅く、また、第 5号ト

レンチにおいては40-60cm前後に厚く堆積している。第 I層直下は第IV層黄褐色ローム層である

が、第 5号トレンチ内においては、第 1層直下に第II層、第IV層下に第V層が存在している。遺

構は第IV層黄褐色ローム層内に構築されるが、第 5号トレンチ内で検出された遺構には、第V層

まで達しているものも存在する。
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第 2節 検出遺構・遣物の概要

遺構

堅穴住居址 20棟 弥生時代後期前半 4棟

古墳時代後期 4棟

古墳時代終末～奈良時代初頭 1棟

奈良時代 2棟

奈良時代終末～平安時代初頭 2棟

平安時代前葉 4棟

時期不明 3棟

特殊遺構 3基

土 坑 29基

溝状遺構 6基

遺物

土 器 縄文土器 深鉢

弥生土器 壺．甕・高坪・鉢．甑・器台(?)

土師器 壺・甕・高坪・ 杯・高台付坪・鉢・甑

須恵器 壺・甕・坪・高台付坪．蓋

灰釉陶器 椀(?)

鉄製品 鉄鏃・鉄釘・ 刀子(?) ・不明鉄製品

石製品 五輪塔

自然遺物 馬歯・馬骨

，
 



森下遺跡発掘調査対象地
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第IV章 遺構と遺物

第 1節 堅穴住居址

1) 第 1号住居址

A
 

i 調査区外
I 

：④ 

口
A
 

ロームプロック

3 2 
fl. . 

1 IOYR 4/ 4 褐色土府 小礫を僅かに含む。

粘性弱く、しまりなし。

2 IOYR3/2 黒褐色土層 小礫僅かに含む。

粘性弱〈、しまりややあり 。

にぷい黄褐色土層 小礫を含む。粘性弱．

O (1 : 80) 2 m 

3 IOYR 5/ 4 

第8図

標高712.!0m

第1号住居址実測図

遺構・遺物（第 8 図、図版三• 四）

本住居址はB区内、第 1号トレンチ北方調

査区際に位置 し、全体層序第IV層上において

確認された。第2号住居址と重複関係をもち、

第2号住居址北西隅を破壊して構築されてい

る。確認されたプランは、南部の一部て‘‘あり、

大部分が北方の調査区外へと続いている。 そ

のため平面フ゜ランの全容は知り得ないが、南

壁長276cmを測る。

覆土は三層に分割され、第 1層褐色土層が

大部分を占め、第 3層は崩落層と考えられる。

確認面からの壁高は27.5-35.0cmを測り、壁

体は地山第IV層をそのまま利用する。壁面ははば平滑て‘‘ややなだらかな立ち上がりとなる。壁溝

は検出されなかった。

床面は地山第IV層をそのまま利用しており、炭化材が存在した。

検出されなかった。

その他、柱穴等の付属施設も

出土遺物は、弥生土器小片 2点、 土師器て‘は所謂「武蔵甕」の胴部小片12点、 その他小片 4点、

須恵器ては杯口縁部小片3点、蓋小片 1点、甕胴部片 1点が出土している。

れも小片てあり、本址に共伴するものとは考えにくく、

これらの土器はいず

その所産期について明らかにてきない。

しかし、第 2号住居址との重複関係から、第 2号住居址より新しい時代のものてあるということ

がてきる。

（高村）
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2) 第 2号住居址

遺構（第 9 図、図版三• 四）

本住居址はB区、第 1号トレンチ内、

第1号住居址の南方に位置し、全体層

序第IV層上において確認された。第 1

. 3号住居址と重複関係にあり、第 1

号住居址により北西隅を破壊されてい

る。第3号住居址との重複関係は、木

の根などの撹乱があり明確に確認てき

なかった。

平面プランは北東の大半を道路によ

り破壊されており、北西部分のみしか

検出されなかった。

床面は地山第IV層の20cm上面に黒色

粘土を含んだ堅い貼床が存在し、中央

部分に顕著に、壁際はあまり見られず

軟弱て‘‘あった。

確認面からの壁高は 0-46cmを測

り、壁体は地山第IV層をそのまま利用

していた。壁面はほぱ平滑て‘‘、直に近

い立ち上がりを見せている。

北壁の中央付近にカマドに使用され

たと思われる焼石が 1個存在するが、

柱穴等の明確な付属施設は認められな

かった。

遺物の出土状態は、住居址各所の覆

土、床面、床面下に散在する程度てあ

調査
HI 

R 

バ

A
 

A
 

1 暗褐色土層 径Imm程度の賀色粒子を含む。粘性弱く、しまりあり 。

2 黒褐色（灰褐色？ ）土層径2~ 3 mmの橙色粒子を含み、枯性弱 〈、しまりあり 。
3 暗椙色土局 径Icm程度の炭化粒子を少藷含み、径 2-3mの橙色粒子を含む。粘性・しまりなし。

黄褐色土層 径I-2 mm程度の橙色粒子を含む。粘性弱〈、しまりあり 。

掲色土層 径I-2 mm程度の橙色粒子を含む。粒性弱〈、しまりあり 。

明褐色土層 径Imm程度の橙色粒子．黄色粒子を含む。粘性弱く、しまりあり 。

黄掲色土吊 径Imm程度の橙色粒子を含む。粘性弱く、しまりあり 。

貿褐色土層 径2-3 mm程度の橙色粒子、径Imm程度の黄色粒子少磁含む。枯性弱く、しまりあり。

9 黄色土屑 径2-3cm程度の賀色土プロックを含む。粘性弱く、しまりあり 。

10 明褐色土府 径Icm程度の炭化物を含む。径Imm程度の焚色粒子を含む。粘性弱く、しま I)ややあり。

11 黄色土層 径2mm程度の礫を多〈含む。枯性弱く、しまりあり 。

標高711.60 m 

0 (I : 80) 2 m 

第9図 第2号住居址実側図

る。

遺物（第10図）

本住居址からは土師器・須恵器・弥生土器などが出土している。このうち弥生土器は混入と考

えられる。土師器の器種には甕・台付甕・坪．鉢・羽釜があり、須恵器の器種には坪．甕・長頸

- 14 -
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デ几¥‘‘

゜
(1 : 4) 10cm 

第10図 第 2号住居址出土土器実測図

第 3表 第 2号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法黛 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番号

巻き上げ成形。 内）口辺部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 回転実測、口緑部1/5残存
(21. 4) 口緑部緩〈外傾する。 外）口辺部ヨコナデ、胴部ヘラケス門！） 胎土 白色粒子多黛含む。

10-I 甕 <11. 0〉 胴部最大径20.ll:,. 焼成良好

色調 2.5YR6/6(橙色）

巻き上げ成形。口緑部 「コ」の字状を 内）口辺部ヨコナデ 回転実測、口緑部1/4残存
(18. 8) 呈する。 外）口辺部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ 胎土 白・赤色粒子多量含

10-2 甕 く5.5〉 む。
焼成良好

色調 2.5YR7/6(橙色）

巻き上げ成形。 内）口辺部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 回転実測、口緑部 1/4残存
(21. 4) ロ緑部 「コ」の字状を呈する。 外）口辺部ヨコナデの後、胴部ヘラケス乃リ 胎土 白色粒子微砂多量含む。

10-3 甕 (14. 2〉 胴部最大径21cm。 焼成良好
色関 2.SY RS/6(明赤褐色）

壺がある。このうち、図化てきたものは 3点てある。

10-1 -3は、いずれも所謂 「武蔵型甕」の成形技法を用いた、非常に器壁の薄い土師器甕て‘

ある。胴部から口縁部の立ち上がり力弔足やかに外反することと、最大径が胴上部上位と口縁部と

の差があまりみられないことなどから堤編年 (1987) の前田VI期に相当するものと思われる。

他に底部回転糸切り手法を用いた須恵器坪も存在するが、本址の所産期は一応、奈良時代後半

としておきたい。 （高村）
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3) 第 3号住居址

遺構（第11・12固、図版四）

本住居址はB区中央付近、第 1号ト

レンチ内、第 1号住居址の近接した南

側に位置し、全体層序第IV層上におい

⑭) 

k
 

て確認された。第2号住居址と重複関

係にあり、第2号住居址て触れたよう

にその新旧関係ははっきりしない。

平面プランは、道路により南部大半

を破壊されており、僅かに北壁長279

cmを測るのみてあった。確認面からの

壁高は31-4lcmを測り、壁体は地山第

IV層をそのまま利用てしいる。壁面は

ほぱ平滑て‘‘、ややなだらかな立ち上が

りを見せている。

床面は中央付近に木の根などの撹乱

があるがほぱ平坦て‘‘、地山第IV層をそ

のまま利用している。ただ西壁中央付

近に焼土の分布が存在する。

カマドは北壁のほぼ中央に構築され、遺存状態は良くなかった。火床と思われる 9層は木の根

によりはとんどが破壊されており、両袖部も残っていない。ただ煙道は北壁中央部壁外を掘りこ

A
 

A' 

H2 

疇
1 SYRS/4 

2 5YR4/6 

3 7.SYR3/3 

4 IOYR 3 / 3 

5 7.5YR4/6 

6 7.5YR4/4 

にぷい赤褐色土層 径 Icm大パミス 1%含む。

粘性なし。

赤褐色土層 焼土。粒子細かく、しまりあり。

暗褐色土層 炭化粒子を含む。粒子細かい。

暗褐色土層 径5mm大のスコリア ・パミス少椛含

む。炭化粒子 ・焼土 ・ローム粒子含む。

褐色土層 径2mm~5mm (I%)大のスコリア ・

バミス含む。ローム粒子少函含む。

褐色土府 径 Jcm~2cm大のスコリア ・焼土粒子

少iii含む。ローム粒子多紐に含む。
標/.'!i711.70m 

0 (1 : 80) 2 m 

第11図 第3号住居址実測図

んて構築されていた。柱穴・壁溝は検出されなかった。

遺物の出土状態は、覆土内に散在する程度てある。

遺物（第13図）

本址からは、土師器・須恵器・弥生土器などが出土しているが、このうち弥生土器は混入と考

えられる。土師器の器種には甕 ・坪などがあり、須恵器の器種には杯・小型広口壺などがある。

このうち図示できたのは、土師器 1点と須恵器 1点がある。

13-1は、内面黒色処理された黒色土器坪て‘‘ロクロヨコナデに調整される。

13-2は、須恵器高台付坪と考えられ器高の高いものてある。その他、須恵器として 7世紀か

品
ら奈良時代を通じて見られる小型広口空などが出土している。

13-1・2の存在から本址を堤 (1987)編年に当てはめてみると前田VII期と思われるが資料が

- 16 -
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B
 

B
 

/:,,. 

~ 撹乱

R 

B
 

B
 

12 6
 

11 .~ 

．
 

~ 1 7.5YR7/3にぷい橙色土屑

2 7.5YR7/4 にぶい橙色土層

3 5YR8/3 淡橙色土府

4 SYR8/1 灰白色土層

5 7.SYR3/2焦褐色土府

6 7.5YR8/I灰白色土層

7 !OYR 6/4 にぷい貿橙色土層

8 !OYR2/2 黒褐色土層

9 2.5YR6/6橙色土府

10 5 YR 7 / 4 にぷい橙色土層

II 7.5YR8/4浅黄橙色土層

12 7.SY R 3/2焦褐色土屈

ローム粒子含む。粘性 ・しまりなし。

ロ＿ム粒子含む。枯性なし、しま＇）ややあり 。

焼土粒子少量含む。粘性なし、しまりあり。

ローム粒子・炭化物少枇含む。枯性なし、しまりあり。

ローム粒子含む。枯性なし、しまりあり。

ロ＿ム粒子少乱含む。粘性なし、しまりあり。

焼土粒子含む。粘性なし、しまりあり。

ローム粒子含む。

焼土層。

炭化物 ・焼土粒子含む。枯性 ・しまりなし。

ロ＿ム粒子 ・灰含む。粘性 ・しまりなし。

ローム粒子含む。枯性なし、しまりあり 。• 
．．
 ゜

標高711.80m
(1 : 30) lm 

゜
第12図 第3号住居址カマド実測図

9f’ 

L¥‘ ~ 'A ／＇ 
0 (1:4) 10m 

第13図 第3号住居址出土土器実測図

少なく、小破片てあることから断定は避けたい。

註(1) 竹原学の鑑定による。

17 -

（高村）



第4表 第3号住居址出土土器観察表

挿番 号図 器種 法塁 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

体部内湾気味に開(。 内）黒色処理 回転実測、口緑部1/4残存

(13. 4) 外）ロクロヨコナデ 胎土 白色粒子少嚢含む。

13-1 坪 く3,0) 焼成良好

色調内）N3/0 (暗灰色）

外）7. 5Y R5/6(明褐色）

体部直線的に外傾する。 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測、口緑部1/5残存

(16, 4) 胎土径1mm前後の黒色粒子
ヽ

径1mm以下の白色粒子13-2 杯 く50) 
多量に含む。

焼成良好

色調 lOY R4/l (褐灰色）

4) 第 4号住居址

遺構 （第 14·15図、図版四•五・七）

本住居址はA区中央付近、第

1号トレンチ南部に位置し、全

体層序IV層上において確認され

た。第 5号住居址、第 3号溝状

遺構と重複関係にあり、第 5号

住居址に東部を破壊され、第 3

号溝状遺構を破壊して構築され

ている。

A
 象：~2 A

 

⑦

s
 

平面プランは、道路により南

側部分が破壊されているため全

容は明らかにてきないが、北壁
A 

長493cmの角が角張ったやや大

型の住居址と考えられる。確認

面からの壁高は12-41.5cmを測

り、壁体は地山第IV層をそのま

ま利用している。壁面はほぼ平

滑て、直に近い立ち上がりを見

標高711.80 m 

0 (1 : BO) 2 rn 

第14図 第4号住居址実測図

せている。床面は地山第IV層をそのまま利用しており 、ほば平坦てある。壁溝はカマ ドの両側、

北壁にのみ見られた。

柱穴は 3個検出され、いが北東コーナー、 P2が北西コーナーに位置し、 P1の規模は40X39cm

のほぼ円形て深さ70.5cmを測り、 P2は75X55cmの楕円形て‘深さ73.5cmを測る。このpI• P2は、
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I~ や｀

B
 

c
 

16-4 

@ 

B
 

c
 

D
 

D
 

B
l
 
D
 

I~ 

I 7.SYRS/3 浅賀橙色土層

白色灰陪、カマド構築土の崩落層

2 7.5YR3/4 褐色土屑

住居址覆土。

3 7.SYRS/4 にぶい褐色土層

カマド構築土の崩落層。

4 7 .5YR4/3 褐色土府

白色の灰プロ ック含む。

5 5 YR4/8 赤褐色土層

焼土層。

6 7.5YR3/4 暗褐色土層

灰 ・焼土含む。

7 5 YR4/6 赤褐色土層

焼土層。

8 7.5YR3/4 暗褐色土層

焼土 ・灰含む。

9 7.SYRS/4 にぶい褐色土庖

10 7.SYRS/3 浅賀橙色土局

白色粘土 ・灰。カマド構築土。

11 7.SYRS/4 にぶい褐色土層

カマド構築土。（地山の土を利用。）

12 7. 5YR4/4 褐色土層

カマド構築土。

13 7. SYRS/3 浅賀橙色土層

白色粘土 ・灰。カマド基底。

第15図 第4号住居址カマド実測図 ゜
標高711.75m

(1 : 30) lm 
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士
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その規模・形態・位置等から本址の主柱穴と考えて間違いないと思われる。p3は北東隅に位置

し、規模28X 27cmのはぱ円形て‘‘深さ18cmを測るが、 どのような性格をもつピットか不明である。

•i

••

•4+•

+—

,tt

.K
'’
’ 

カマドは北壁中央付近に位置し、掛穴あるいは器設部の奥の天井は崩壊しているものの遺存状

態は良好てあった。袖部の構築材として、向って右袖部先端の芯として16-2の土師器甕が倒立

の状態て‘‘、向って左袖部先端の芯として集塊岩が使用されており、 まわりを粘土て補強してあっ

た。袖部基部は地山第IV層をそのまま利用し、粘土て‘‘構築 してある。

いるものの一枚の長方形の集塊岩が使用されていた。焚口から煙道の長さは99cm、袖部内のりは

また、桓石は 2つに割れて

45cm、外のりは80cmを測る。火床部の規模は35X34cmて、煙道部は北壁の外側に掘り込んて構築

されている。

遺物の出土状態は、前述したようにカマドの袖部に利用された16-2の長胴甕、 カマド桓石の

前方に転倒した状態の16-4の甑、北東コーナー付近に16-1の壺が出土 して いる。

口
11 3 

ー

＼

＼
 

＼
 

＼
 

＇ ＼
＼

A

い
I

＇ ＇ 2 

゜
(1'. 4) 10cm 

第16図 第4号住居址出土土器実測図
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第5表 第4号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法量： 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番号

輪積成形。 内）黒色処理 完全実測、口紐部1/2残存
ロ辺部と胴部の間に明瞭な稜を有 外）口緑部ヨコナデの後、横位のヘラミガキ 胎土 白色粒子僅かに含む。

13. 2 し、口辺部直立気味に立ち上が 胴部ヘラケズリ 焼成やや甘い

16-1 壺 < 7. 4〉る。 色調内）5Y3/l (オリ ープ
最大径14.4cm。 黒色）

外）5 YS/2(灰オリー

プ色）

ロ辺部強〈外傾外反する。 ri, 口緑部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 完全実測、 No2、カマド

24.1 
同部は若干ふ(らむ訊長l目を呈 桝）口緑部ヨ コナデ 胎土 白色粒(1mm)やや多い。

16-2 甕 (29. 3〉
する。 胴部縦位のヘラケスャリ （下→上） 焼成良好

色調 5YR7/4(1こぶい橙

色）二次火熱により下半

荒れる。

口唇部に面取りが施される。 F'-1)ナデ調整 回転実測、口繰部1/4残存、
同部は長胴を呈する。 桝）口緑部ヨコナデ カマド

(23. 3) 胴部縦位のヘラケス＇リ 胎土 白色及び砂粒を多（含
16-3 甕 <10. 4〉 む。粒の祖い砂粒を含

む （鱗片状鉱物多屈）。

焼成不良

色調 7. 5Y R6/6 (橙色）

巻き上げ成形。 内）口緑部ヨコナデ、胴部縦位のヘラミガキ 完全実測、口緑部1/2残存、

27. 7 
ロ緑部強く外反する。 外）口縁部ヨコナデ、胴部縦位のヘラケス，•リ No 1 

16-4 甑 28. 2 
底部は径の大きい単'lLとなる。 胎土 4mm大の長石、赤色粒子、

金雲母粒子を多〈含む。
11 

焼成良好

色調 5Y R7/3(1こぶい橙色）

遺物 （第16図、図版二十七）

本住居址からは土師器・ 須恵器・弥生土器・磁器が出土 してい る。 このうち弥生土器 ・磁器は

流れ込みによるものと思われる。須恵器は小片のため器種は不明てある。土師器の器種には長胴

甕・大型甑・坪などがあるが、混入遺物と思われる古墳時代中期の坪も出土している。このうち

図化したのは 4点てある。

16-1は胴部やや膨らみ、肩部に段を有 し、口縁部は垂直気味に立ち上がる。内面黒色処理さ

れた鉢てある。

16-2は胴部にほとんど膨らみを有さない肉厚の長胴甕てある。最大径は口縁部にあり、胴部

外面縦ヘラケズリがなされる。古墳時代後期中葉から出現する甕て｀ある。また、こ の長胴甕はカ

マドの袖芯に使用されており、本址に確実に共伴する土器といえる。16-3は、16-2と同様な

形態をもつ長胴甕てあろう 。

16-4は内面縦ヘラミガキ、外面ヘラケス｀リのなされる大型の甑て、おそらく大型甑の伴出は

この次の段階ては消滅する可能性が高い。図示てきなかったが、所謂須恵器模倣杯の口辺部も伴

出している。

以上のことから、本住居址の所産期は古墳時代後期中葉頃に求められる と考える。

（高村）
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5) 第 5号住居址

遺構（第17・18図、図版六・七）

本住居址はA区中央付近、第 1号トレ ンチ内、第4号住居址東側に位置し、全体層序第IV層上

において検出された。第4号住居址、第 3号溝状遺構と重複関係にあり、第 4号住居址の東部、

第3号溝状遺構を破壊して構築されている。

平面プランは、南部の天部分を道路により破壊されていて全容は不明であるが、北壁長562cm

を測るやや角張った大型の住居址である。

確認面からの壁高は15-3lcmを測り、壁体は地山第IV層をそのまま利用している。壁面はほぼ

平滑で、ややなだらかな立ち上がりを見せている。壁溝は検出されなかった。

床面は地山第IV層の6cm上面に黒色粘土を含んだ堅い貼床が存在し、カマド周辺が特に顕著で

あった。柱穴は 2個検出され、 P1は46X40cmの円形で深さ44cmを測り、いは68X 51cmの東西に

長軸をもつ楕円形で深さ33cmを測る。P1は北東コーナー、 P2は北西コーナーに位置し、その形

態及び位置などから本住居址の主柱穴と考えられる。

カマドは北壁中央に位置し、規模は焚口から煙道部までの長さ100cm、袖部は、断面図B-B'

から火床の左右に袖石を埋め込んだと思われる落ち込みから、その幅を推定すると65cm程と考え

られる。カマドの構築材に集塊岩・軽石・安山岩等の石が使用されていたことがはっきりしてお

り、火床部は床面よりやや高く、 50X38cmの範囲で認められる。煙道部は北壁外に掘り込んで構

築される。

＠ 遺物の出土状態は北東
コーナー、北壁よりに床面

を掘り込んで正位に置かれ

ていた19-4の長胴甕胴下
A
 

IOYR 3/ 3 暗褐色土層 ロームプロ ック含む。

IOYR 7 / 3 にぶい黄掲色土層 ローム主体。

IOYR 4 / 4 褐色土層 ローム粒子混入。

半から底部が出土している

が、その他は覆土からの出

土が多い。

遺物 （第19図、図版二十

十七・ニ十八）

本住居址からは土師器・

標高711.60m
O (1 : 80) 2 m 

須恵器・弥生土器が出土し

第17図 第5号住居址実測図
ている。このうち弥生土器

は混入遺物と考えられる。

23 
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心
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I> 
B
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I:>: 
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I> 

B' --~ 

I>: 
1 7.5YR3/2 黒褐色土層 パミス僅かに含む。 粘性なし。

7 .SYR 3 / 1 黒褐色土層 粘土。

7 .SYR 3 / 2 黒褐色土層 パミス小羹含む。径0.5cm前後の小梨を含む。

4 2.5YR2/1 赤黒色土屑

5 7 .SYR 4 / 3 褐色土層 径0.5cm前後のパミス ・スコリア含む。焼土粒子・ 灰少磁含む。粘性なし。
6 7 .SYR 4 / 4 褐色土府 焼土 ・灰主体。

7 7 .SYR 3 / 3 暗褐色土層 径0.5cm前後の小礫含む。焼土粒子 ・灰含む。

8 7.5YR4/1 褐灰色土層 枯土。

9 SYRS/6 明赤褐色土層 焼土層。

JO 7.5YR4/2 灰褐色土層 ロームプロック ・パミス ・径1cm前後の小礫含む。

JO'7.5YR4/2 灰褐色土府 JO層に比ぺ、やや黒色が強い。

11 7.SYRS/4 にぶい褐色土層 ローム主体。

゜
標高711.70 m 
(1 : 30) 1 m 

第18図 第5号住居址カマド実測図
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第19図 第5号住居址出土土器実測図

土師器の器種には長胴甕・小型甕・坪．鉢などがあり、須恵器には坪・蓋．甕などがある。そのう

ち図化できたのは土師器6点、須恵器2点である。

19-1・2は口縁部に最大径をもつ肉薄の長胴甕である。胴部下半の形態はおそらく 19-4・ 

5と同様と思われる。19-3は肉薄の小型甕である。口縁部から頸部まで肉厚であるが、胴部に

至ると極端に肉薄となる。19-4・5も肉薄の長胴甕であるが、所謂「武蔵型甕」と比較すると

器壁にやや厚みがあり、直前の土器といえよう。 19-6は土師器坪で内面黒色処理されている。

この坪はおそらく金属器碗からの影響により成立したものと思われ、古墳時代終末期に出現す

- 25 



第 6表 第 5号住居址出土土器観察表

闘 器種 法屈 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

(22. 0) 
巻き上げ成形。 内）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラケナデ 回転実測、口緑部1/2残存

ロ緑部「いの字状に外反する。 外）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ 胎土茶色粒子多屈含む。
19-1 甕 < 6. 5) 

焼成良好

色調 5Y R6/6 (橙色）

輪積成形。 内外面 ヨコナデ 回転実測、口絃部1/3残存、Nll2

(23. 4) 
胎土密

焼成良好
19-2 甕 < 3. 5) .、

色調内） 2.5Y R4/6(赤褐色）ず・

外） 2.5Y R5/6(明赤

褐色）

(16. 2) 
ロ緑部 「（」の字状に外反する。 内）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 回転実測、口緑部1/6残存

外）口絃部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ 胎土 白色粒子・雲母多益含む。
19-3 甕 < 4. 9) 

焼成良好

色謂 5Y R5/6 (明赤褐色）

内）ヘラナデ、胴下半接合部（？）付近に条痕をもつナデ 回転実測

（布＋指か） 胎土微砂多く含む。

19-4 甕 (20. 2) 外）縦のヘラケズリ（下→上） 焼成良好

(5. 8) 色調 lOY R4/2(灰黄褐色）

外面下半に煤．灰付府。

内）ヘラナデ 完全実測、 Nol・No2、貼床

19-5 甕 <12. 8) 
外）ヘラケズリ 胎土砂粒多〈含む、良質。

焼成良好
6. 7 

色調 IOYR5/6 (明褐色）

体部は直線的に外傾し、底部は偏平な 内）黒色処理 回転実測、口緑部1/7残存

(15. 4) 丸底を呈する。 外）体部ロクロヨコナデ、底部ヘラケズリ 胎土 白色粒子多砿含む。

19-6 坪 4. 9 焼成良好

色調外） IOYR7/3 (にぷ

い黄橙色）

体部は直線的に外傾し、底部は偏平な 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測、口緑部1/3残存

須恵器
(14. 0) 丸底を呈する。 胎土 白色粒子少益含む。

19-7 4. 7 焼成不良
杯

色調 5Y R6/2 (灰オリープ

色）

(18.0) 
天井部は丸みをもち、かえりを有す 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測、口緑部1/6残存

須恵器 る。 胎土 白色粒子少磁含む。
19-8 

甕
く2.0〉

焼成良好

色謂 7.5Y R6/1 (灰色）

る。

19-7は須恵器坪であり、底部ヘラ切り未調整で、食膳具に須恵器が普及する初源的なものと

言えよう。

17-19は須恵器蓋で、内面にかえりを有する。

以上、須恵器坪 (19-7)の出現時期、所謂「武蔵型甕」が成立する時期について 8世紀以前

に遡らせることができるかどうか問題は残るものの、古墳時代末から奈良時代初頭に本住居址の

土器群を位置づけておきたい。 （高村）

- 26 -



6) 第 6号住居址

遺構 （第20図、図版九）

本住居址はC区、第 5号トレンチ北側に位置し、全体層序第IV層上において検出された。第4

号溝状遺構と重複関係をもち、北壁の一部を破壊されている。また、道路により住居址の東側を

破壊され、西側は調査区外のため未調査てある。 したがって、住居址の中央部分が検出されたの

みてあり、平面形態・規模は不明てあるが南北長520cmを測る。

覆土は二層に分割されるが、耕作により、上面を破壊されてい るため、最も厚い部分て"11cmを

測るのみてある。第 1層はパミス と少量の炭化物を含む黒褐色土層て‘‘、床面上のほば全面に堆積

している。第2層は粒子

I> i:i:il 

乱外

"'I I P3 

I>-
D 

---

o:il 

c
 

c
 

の細かい黒色土層て‘‘、南

側に僅かに観察されるの

みてある。

確認面からの壁面は北

壁て''19-Zlcmと比較的良

好てあるが、南壁はo-

6 cmを測るのみてある。

壁体は地山第IV層を利用

して構築され、床面から

比較的急傾斜て｀立ち上が

る。壁溝は北壁下・南壁

下のいずれからも検出さ

れ、溝幅10-18cm、深さ

4 -8 cmを測り、断面形

l 7.5YR3/2 

黒椙色土層
は「U」字状を呈する。

パミス含む。炭化物僅かに含む。枯性・しまりなし。 月ミ酋iはi也山第nv層を跨t
2 7.5YR2/l 

黒色土層
粒子細かく、枯性弱、しまりややあり。

3 7.5YR3/4 暗褐色土層 ローム粒子・パミス少最含む。灰白色土をわずかに含む。粒子祖〈、粘性・しまりなし。
平坦て‘‘比較的堅固な状態

4 7.5YR2/3 極暗褐色土層 ローム粒子・パミスわずかに含む。粒子やや祖〈、粘性・しまりなし。 て,,,ある。また、 昔計則に抄t

み固めて構築され、ほば

標高710.90m

O (1 : 80) 2 m 

第20図 第6号住居址実測図
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乱がみられる。

ヒ°ットは 4個検出され

た。主柱穴はいが想定



されるが、住居址の中央部分が検出されたのみてあるため明確てはない。P1は東側を道路によ っ

て破壊されるが、径45cm前後の円形を呈するものと考えられ、46cmの深度を有し、断面形は「U」

字状を呈する。 P2は74X48cmの楕円形を呈 し西側にテラスを有する。深さは最深部て64cmを測

る。 p3は44X40cmの円形を呈する。南側にテラスを有し、深さは最深部て''70cmを測る。覆土は

灰白色土を僅かに含む暗褐色土層と極暗褐色土層の二層に分割された。 P.は60X 50cmの楕円形

を呈する。深さは14cmを測り、底面は凹凸が著しい状態て‘‘ある。

カマドは検出されなかった。

遺物の出土状況は特に集中する箇所はみられないが、 21-1はP1北側、 21-2 は P1·P• 間

の床面上より出土したものて‘‘あり、これらの遺物は本住居址の共伴遺物と見倣すことがてきるが、

21-3は混入遺物と考える。

遺物（第21図、固版二十八）

本住居址からは弥生土器・土師器 ・須恵器が出土している。このうち弥生土器は混入遺物て｀あ

る。図示し得たのは土師器4点て、器種には壺．鉢・坪がある。

21-1は口縁部短かく外反し、底部は丸底気味となる壺て、口縁部ヨコナデ、胴部外面にヘラ

ミガキが施される。21-2は丸底て‘‘口縁端部てわずかに外反する鉢てある。内面に黒色処理、外

面に横位のヘラミガキが施される。坪には21-3・4があるが、 3の底部は回転糸切りによるも

のてあり、混入品と考えられる。4は内面に丁寧なヘラミガキ、体部にヘラケズリが施される。

この他小片のため図示し得なかったが、外面にヘラケス｀リの施される長胴甕、内面に黒色処理の

~ ~-~ 
0 (I : 4) 10cm 

第21図 第6号住居址出土土器実測図

- 28 -



第7表 第6号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法鵞 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

番号

口緑部短〈外傾し、最大径 (16.4cm) 内）口緑部～頸部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 完全実測、 No24・25

10. 8 は胴中位に位置する。底部丸底気味。 外）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラミガキ 胎土 白色粒子多く含む。

21-1 
空＿ 14. 5 焼成良好

5. 5 色調 IOY R 8/ 3 (浅黄橙色）

体部内湾して立ち上がり、端部て外反 内）黒色処理 完全実測、口縁部 1/2残存、

する。 外）底部ヘラケスりの後、体部横位のヘラミガキ Nol8・20-22 
18. 8 底部丸底。 胎土 3 mm大の砂粒少塁含む。

21-2 鉢 10. 0 白色粒子多証含む。

焼成良好

色調 5YR6/6 (橙色）

体部内湾して立ち上がる。 内）黒色処理 完全実測、口縁部 1/2残存

底部回転糸切り。 外）ロクロヨコナデ Nn 3・4 

14 4 
胎土 白色粒子多証含む。透明粒

21-3 坪 5. 4 
子僅かに含む。

6. 6 
焼成良好

色調内）lOG 2/1 (緑黒色）

外）SYRS/6 (明福色）

体部内湾して立ち上がり、端部てわず 内）丁寧な横位ヘラミガキ 回転実測、口緑部1/3残存

かに外反する。 外）口緑部ヨコナデの後、横位ヘラミガキ No!O 11・27 

12. 8 
体部ヘラケス:y D区5トレ

21-4 坪 2. 7 
胎土 白色粒子多く含む。

焼成良好

色調 lOYR 5/ 4 

(Iこぶい黄褐色）

施される坪、須恵器坪がある。

以上、本住居址の所産期は21-1・2などの特徴から古墳時代後期中葉に求められると考える。

（三石）

7) 第 7号住居址

遺構（第22図、図版十）

本住居址はD区、第 5号 トレンチ中央付近に位置し、 全体層序第IV層上において検出されたが、

北側床面と P2部分は全体層序第V層まて‘‘達 している。西側大半が調査区外て‘‘あるため、東壁付

近が調査て‘‘きたのみて‘ある。また、第 7号土坑と重複関係をもち、上面を破壊して構築されている。

平面形態・規模については、東壁付近のみの調査のため不明てあり 、東壁長425cmを計測し得

るのみてある。

覆土は五層に分割されたが、第1・2層は上面に僅かに観察されるのみてある。第 3層は覆土

の大半を占める暗褐色土層て｀ある。第 4層は南壁下にみられ、炭化物を僅かに含む暗褐色土層て‘

ある。第 5層は地山第V層を主体とした褐色土層て‘ある。

確認面からの壁高は 7-27cmを測り、床面から比較的穏やかな傾斜て立ち上がる。壁体は地山

第IV層を利用して構築されるが軟弱てある。壁溝は検出されなかった。

床面は中央部及び南側は地山第IV層、北側は第V層により構築されるが、．凹凸が著 しく軟弱な
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I• ・:i, 

調

査

区

外

1 7. 5YR3/3 暗褐色土府 枯性 ・しま りなし。

2 7. 5YR3/2 熱褐色土層 ローム粒子 ・バミス

含む。粘性なし、しまりあり。

3 7. 5YR3/3 暗褐色土層 ローム粒子 ・パミス

含む。粒子机〈、粘性なし、し

まりややあり。

撹
4 7.5 YR¾ 暗褐色土層、ローム粒子・パミス

少祉含む。炭化物僅かに含む。

粘性なし、しまりややあり。

乱

や： A
`
 

5 7. 5YR4/3 褐色土層 地山の明褐灰色ローム

を主体とし、暗褐色土(7.5YR

3/3)を含む。粒子粗く、枯性な

し、しまりややあ ')。

6 7. 5YR4/3 褐色土層 ローム粒子 ・ロームプ

ロック ・パミスを 多批に含む。

枯性なし、しまりややあり。

7 7.5YR4/4 褐色土府 6附よりも、ロームを

多位に含む。粒子粗〈、粘性な

し、しまりややあり。

襟高710.90m
O (1 : 80) 2 m 

第22固 第7号住居址実測図

状態て‘‘ある。

ピットは 2個検出された。主柱穴と考えられるが、 P1は深さが12cmと浅いため明確て‘‘はない。

Pi! ま径33cm前後の円形を呈すると考えられる。P2は58(推定値）X44cmの楕円形を呈しており、

48cmの深度を有し、地山第V層まて‘‘達している。覆土は二層に分割された。

カマドは検出されなかった。

遺物の出土状況は、散漫な状態て集中する箇所は認められない。23-1は南東コーナー付近、

23-2は北壁直下、 23-3は南壁直下より出土 し、いずれも床面より 10cm前後浮いた状態て‘‘出土

している。

遺物 （第23図、図版二十八）

本住居址からは土師器・須恵器が出土している。 そのうち図示し得たのは土師器甕2点、須恵

器坪 1点の 3点てある。

23-1・ 2は肉薄の長胴甕て‘あるが、いずれも破片資料のため全体の形状は不明て｀ある。 1は

内外面ともヨコナデ、 2は外面にヘラケス｀リが施される。

23-3は須恵器坪て＼底部は回転糸切りのまま未調整て あ`る。この他小片のため図示し得なかっ

たが、 1・2と同様な肉薄の長胴甕の胴部片が出土している。
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-~-3 

O (1:4) 10cm 

第23図 第7号住居址出土土器実測図

第8表 第7号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法湿 成形及び器形の特徴 闘 整 備 考番号

内外面 ヨコナデ 回転実測、口緑部 1/5残存

No 6 

(20. 2) 胎土 白色粒子少羹含む。

甕 (4. 5〉 焼成良好
23-1 色関内）5YR5/6(明褐色）

外）7.5YR5/4 (Iこ

ぶい褐色）

内）ヘラナデ 回転実測、底部 1/2残存

外）ヘラケス:i No9・10 

胎土微砂多嚢含む、径1mm 

甕 <8. 5) 前後の白色粒子少量含む。
23-2 焼成良好(5. 0) 

色調 5YR4/2 (灰褐色）

底部回転糸切り。 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測、底部1/2残存

No 1・2・ 

胎土径1mm前後の白色粒子
須恵器
(I. 7> 多量含む。密

23-3 坪 焼成良好(7. 6) 
色調 lOY 5/1 (灰色）

以上、本住居址の出土遺物は、堤編年 (1987)の前田VII期に該当すると考えられるが、資料数

が極めて少なく、小片てあることから断定は避けたい。

（三石）

8) 第 8号住居址

遺構 （第24図、図版十）

本住居址はC区内、第 5号トレンチ中央南寄りに位置し、全体層序第w層上において検出され

た。他遺構との重複関係はないものの、東壁部分が検出されたのみてあり、西側大半は調査区外

のため未調査てある。さらに南壁から東壁中央部分にかけて撹乱によって破壊される。平面形態

及び規模等は不明てあるが、推定て南北長310cm前後を測る小型の住居址てある。

南半部が撹乱により破壊されているため、覆土は北半部が残存しているのみてあり、ロ ーム粒
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子・パミスを含む黒褐色土層一層である。

確認面からの壁高は 4-25cmを測り、床面から比

較的穏やかな傾斜て‘‘立ち上がる。壁体は地山第IV層

を利用して構築されるが堅固な状態て‘‘はない。壁溝

は検出されなかった。

床面は地山第IV層を踏み固めてはぱ平坦てあるが

やや軟弱な状態てある。 ・

ピットは北東コーナー、南東コーナーより 2個検

出され、主柱穴と考えられる。いは25X 19cmの楕

円形を呈する。巳は撹乱により上面を破壊されて

いるが、残存部て径25cmの円形を呈し、 13cmの深度

を有する。

カマドは検出されなかった。

遺物の出土状況は出土量が極めて少なく、 25-1 

や I> 
R 

調 I『~\\ 悦

査

区

I> --外lY 
乱

I 7 5YR% 黒椙色土層 ローム粒子・パミス含む。
粘性・しまりなし。

標高71090m 

0 (I'80) 2m  

第24図 第8号住居址実測図

がP,の南西、床面直下より正位の状態て直立して出土したのみである。 （三石）

遺物（第25図、図版二十八）

本住居址からは土師器小型甕が出土している。肉

薄の甕て、成形技法に所謂「武蔵型甕」の影響を受

けて成立したものて、奈良時代に伴出するものて‘‘あ

ろう。

本住居址の出土土器は、この甕 1点のみて‘‘、形態

的時期変遷がはっきりしていない段階て‘‘の時期決定

は困難てある。 （高村）

O (I : 4) 10cm 

第25図 第8号住居址出土土器実測図

第9表 第8号住居址出土土器観察表

挿図 器種 法量 成形及び器形の特徴 調整 備考
番号

器肉薄く、胴部は球胴形を 内）頸部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 完全実測、 NoI 
呈する。 外）頸部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ 胎土砂粒多屈含む。密

25-I 甕 <13 8> 胴部最大径 (18.2cm)は胴 焼成良好

6. 8 中位に位霞する。 色謁 IOYRB/3 (浅賀橙色）
内外面煤状炭化物付箔．
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9)第 9号住居址

遺構（第26図、図版十一

・十二）

本住居址はE区内、第 6

号トレンチ中央付近に位置

し、全体層序第IV層上にお

いて検出された。他遺構と

の重複関係はないものの、

北西コーナー付近が検出さ

れたのみで大半は調査区外

である。平面形態・規模に

ついては全く不明である。

覆土は四層に分割され自

然堆積の状況を示してい

る。第1層は径5-lOmm前

後のパミスを含む褐色土層

で、第 2層は住居址中央部

の床面上に堆積する暗褐色

土層である。第4層はロームを主体とする褐色土層で、北壁下・西壁下における第 1次堆積土で

lti:1 Iロ '?--/ ／ 

／ 
⑭) 

切

I~ II 
ご満杏区外

c
 

/ : : 3 A' 

- - I I -

///~ ーWll7

. 

巖
7.5YR4/3 掲色土層 ローム粒子・バミス（径5-!Omm前後）を含む。

7.5YR3/3 暗褐色土層 ローム粒子 ・バミス含む。ロームプロック ・黒色土

プロックを含む。粒子租く、枯性・しまりなし。

3 7.SYR4/4 褐色土層 ローム粒子 ・パミス多祉に含む。枯性 ・しまりなし。

4 7.5YR4/6 褐色土層 ローム主体。パミス 多量に含む。粒子祖〈、枯性 ・

しまりなし。

5 7.5YR3/4 暗椙色土附 粒子粗〈、粘性 ・しまりなし。

6 7.5YR4/4 褐色土層 ローム粒子多批に含む。粒子粗く、粘性 ・しまりなし。

ク口プ

ー

2

5

瓢疇

標高709.00 m 

O (1 : 80) 2 m 

第26図 第9号住居址実測図

あり壁体の崩落層と考える。

確認面からの壁高は15-29cmを測り、床面から急傾斜で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。

床面は地山第IV層を叩きしめて構築されており、平坦で比較的堅固な状態である。ピットは 1

個検出され、北西部に配される主柱穴と考える。覆土は暗褐色土層（第 5層）と褐色土層 （第 6

層）の二層に分割された。炉址は北西コーナー付近のみの調査であるため検出されなかった。

遺物の出土状況は弥生土器・土師器が散漫な状態で出土しており、土師器は混入遺物である。

北壁直下の床面上より赤色塗彩された壺、 E内より櫛描波状文の施された甕が出土している。

遺物 （第27図）

本住居址から出土した弥生土器で図化し得たものは拓影図 3点 (27-1 -3)のみであり、器

種は壺．甕である。27-1は壺の頸部片で、箆描横走文で区画された中に、箆描羽状沈線文が施

文され、さらに円形浮文が貼付される。甕には27-2・3がある。2は口縁部片で櫛描波状文が

施文される。 3は頸部から胴上半部に位置する破片で、 10本一組の振幅の小さい櫛描波状文を施
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文した後、頸部に同単位の櫛描簾状
,, 

文(3連止め）が右回りに施される。
i・, , , ・.謬・心.... • .... ・.、,；,,.:,,. •.ぶ.. ._;' ..  ,;,., ・, 、,• •• 訊し..... 働>-,• ., .. , . .. . ' . ［ この他図示し得なかったが、外面に

1 
赤色塗彩の施される壺の胴部片が出

土している。

以上の出土遺物から、本住居址の 11 ， 

所産期は弥生時代後期前半と考え 11 2 

゜
(1 4) 10cm 

る。 （三石）

第27図 第9号住居址出土土器拓影図

10)第10号住居址

遺構（第28・29図、図版十二）

本住居址はH区内、第 7号ト

レンチ北端部に位置し、全体層

序第IV層上において検出され

た。他遺構との重複関係はない

ものの、南側は道路により削平

されており、西壁上面は撹乱に

よって破壊されている。さらに

北西部分が調査区外であるため

未調査である。このため東壁北

側と西壁の一部が検出されたの

みであり、平面形態・規模は不

明であるが、東西長は推定で約

450cmを測る。

覆土は撹乱層がみられ、全体

を観察するには至らなかったが

四層に分割された。第 1層は

ローム粒子・ロームブロックを

多量に含む暗褐色土層、第 2層

は黒褐色土層で；中央部床面上

に堆積している。第 3層は黒褐

調査区外

I 

I 

I 

~', 1\~3 Os 
゜
攪乱

撹乱

7.5YR2/2 

7.5YR3/2 

7.5YR4/4 

こ） c二）撹乱

Oジ：● l 
30-5 I 

I 

I 
I 

I 

、4

④
 

撹乱

ロームプロ ック 3 .A 

標高708.40m

O (1 : 80) 2 m 

第28図 第10号住居址実測図
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0
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E
 

量
I0:1 @) 

心〗
A 
- 1 30-1 

A' 

麟疇
1 7.5YR 2/3 極暗褐色土眉

炭化物をごく 僅かに

含む。

枯性 ・しま りなし。

標窃707.70m 
(I : 30) 

0 50cm 
’ ↑ 

第29図 第10号住居址炉址実測図

色土層で、東壁直下の床面上に薄く堆積して

いる。第 4層は西壁下にみられるロームを主

体とする褐色土層で、壁体の崩落層と考えら

れる。

確認面からの壁高は 0-42cmを測り、上面

を撹乱によって破壊されているものの、西壁

の残存状態は比較敵良好である。壁体は地山

第IV層を利用して構築され、床面から急傾斜

で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。

床面は地山第IV層を叩きしめて構築されて

おり、平坦で堅固な状態であるが、各所に径

30-40cm前後のピット状の撹乱がみられる。

ピットは東側より 2個検出された。

れ、22cmの深度を有する。

Pdま7

〇（推定値） X54cmの楕円形を呈すると考えら

P2はは46X42cm 

の隅丸方形を呈し、深さは21cmを測る。

炉址は住居址中央北側に位置すると考えられ、 85X56cmの不整形を呈し、床面からの掘り込み

は最深部で22cmを測る。覆土は炭化物を僅かに含む極暗褐色土層一層である。また炉址の北東及

び南側の床面に赤く焼け込んだ範囲が認められる。炉址内より壺の頸部から胴上半部 (30-1) 

と高坪の坪部 (30-6) が炉内に敷かれた状態で出土した。

遺物の出土状況は、特に集中する箇所は認められないが、住居址西半部より比較的多くの遺
物

が出土した。30-1・6が炉内より出土し、 30-5が東壁下撹乱内より出土した。30-2・3は

西側の床面より若干浮いた状態で出土している。また、 30-4は覆土中からの出土である。

!
It̀しA
',
＇,
.,'T
'
,
'
↓

9,
.'，
99,9'
．

9
,
’

、
'
,
.
＇

,.I

!

9.9.,'ー
・

9,
_
r
t

遺物（第30・31、図版二十九）

本住居址の出土遺物には弥生土器があり、器種には壺．甕・鉢 ・高坪がある。壺には30-1-

3があり、 1・2は頸部から胴上半部に位置する資料で、いずれも頸部に箆描横走文で区画した

中に箆描羽状沈線文が施文される。さらに沈線を有する円形浮文が貼付され、 1は等間隔に 4個

みられる。甕には30-4と破片資料の31-1 -6がある。30-4は底部を欠損するがほぼ全容を

知ることができた。口辺部は綾やかに外反し、最大径 (18.0cm)は胴中位に位置するが口径とほ

ぼ等しい。文様は口縁部から胴上半部に10本一組の櫛描波状文を施した後、頸部に同単位の櫛描

簾状文 (3連止め） を右回りに施文する。31-1は貼付口縁で櫛描斜走文が施文される。他に櫛

描斜走文の施文されるものに31-6がある。31-2 -5はいずれも櫛描波状文が施文されるが、

5の櫛描波状文が振幅の大きいものであるのに対し、

35 

4は幅・振幅とも非常に細かいものである。



ヽ ／／ 

0 (1 : 4) 10cm 

第30図 第10号住居址出土土器実測図
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第10表 第10号住居出土土器観察表

挿図
器種 法益 成形及ぴ器形の特徴 関 整 備 考

番号

内）斜位のハケメ閲整、 （怠滅・剥離若しい） 完全実i!llj、Na31・ 33・35炉

外）赤色途彩、口紐部縦位、胴部横位のヘラミガキ 胎土 白色砂粒多岱含む。密。

文）ハケメ調整の後、頸部に 4本の箆描横走文で区画 焼成良好

<19. 1〉 した中に箆描羽状沈線文を施す。また、等間隔で4ヶ 色調内） lOYRB/3 
30-I 公~Z-

所に沈線をもつ円形浮文が貼付される。 （浅黄橙色）

外） !OR 3/6 (暗赤色）

外面煤状炭化物付党。

ヽ 内）ハケメ調整 回転実測、No3・16 17 

外）赤色塗彩、ヘラミガキ 胎土砂粒少益含む。

<14 7〉 文）顆部に箆描横走文で区画した中に箆描羽状沈線文 焼成良好
30-2 壺 を施す。また、沈線をもつ円形浮文が貼付される。 色調内） 5YR7/6(橙色）

内）横位のハケメ闘整 回転実測、底部1/2残存、

外）縦位のヘラミガキ Nn4・5・11 

胎土砂粒多紐含む。

<10. 3) 焼成良好
30-3 , 血.. 

(ID. 6) 色調 5YR7/8(橙色）

口緑部穏やかに外反する。 内）ハケメ調整の後｀横位 ・斜位のヘラミガキ 完全実測

17. 8 
最大径 08.0)は胴中位に位沼し、ロ 外）口緑部～胴部斜位のハケメ調整の後｀口緑部ヨコ 胎土 白色微砂粒少最含む。

<19 3) 径とはぽ等しい。
ナデ、胴下半部縦位のヘラミガキ 焼成良好

30ー 4 甕
文）口緑部～胴上半部にIO本一組の櫛描波状文を右回 色調 IOYRS/4 (浅黄橙色）

りに施文した後、頸部に同単位の櫛描簾状文 (3連止 二次加熱のためもろい。

め）を施す。

体部内湾気味に立ち上がる。 内外面とも赤色塗彩｀内面 ・外面上部は横位、 回転実測、口縁部 1/5残存

外面下部は縦位のヘラミガキ No29・37 

胎土 白色粒子少屈、砂粒
(12, 0) 

多最含む。
7 4 焼成良好30-5 鉢
(4 1) 

色調 内外面IOR4/8(赤色）

胎土色調 10YR7/6(明黄

褐色）

(27. 4) 
坪部のみ。直線的に立ち上がり、端部 内外面とも赤色塗彩、横位のヘラミガキ 回転実測、口緑邪1/2残存炉。

で内湾する。 胎土 白色粒子密に含む。
く9.O> 

焼成良好

色調内外面!OR4/8 (赤色）30-6 高杯
胎土色調 IOYR 7/6 (明賀

褐色）

／戸

4
 

祉
＼
＼
Ii

/＇ 
9/I 
゜

(1 : 4) 

¥
＼
‘3 

ぃ
＼
刀
/
Hi10cm 

第31図 第10号住居址出土土器拓影図
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30-5は鉢で、体部は内弯気味に立ち上がる。30-6は高坪の坪部で口径は推定で27.4cmを測る

大型品であり、直線的に立ち上がり端部で内弯する。5・6はいずれも内外面に赤色塗彩が施さ

この他小片のため図示し得なかったが、外面に赤色塗彩された壺・高坪の脚部がある。

以上、本住居址の所産期は弥生時代後期前半と考えられる。 （三石）

れる。

11)第11号住居址

I• R 

調査 区外
切

cpl

F-I
 

B
l
 

0
s
 

． 
33-5 

c
 ---, 

／ 
／令

◎ ◎ 111S 
p4 • 33-3 
P3°33-1 

---~ -
Q / 

/>. 

B' 

一
〇|

叫

叫

2 IOYR6/2 

F
 

F
 

~ 
I 7.5YR3/4 暗椙色土層

ローム粒子 ・パミス

少菰含む。粒子祖(、

粘性 ・しまりなし。

灰黄揺色土層

灰層。

3 7.5YR2/l 黒色土

粒子非常に細かく、

粘性 ・しまりなし。

c
 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

7 .SYR 3/ 3 

7.5YR3/4 

7.SYR 2/ 3 

7.SYR 2/ 3 

7.5YR4/ 4 

7.SYR 3/ 3 

7.5YR3/4 

7.5YR4 / 4 

暗椙色土府

暗福色土層

極暗褐色土層

極暗褐色土層

褐色土層

暗椙色土眉

暗褐色土層

褐色土層

ローム粒子・パミス僅かに含む。粒子祖く、粘性 ・しまりなし。

ローム粒子多量に含む。粒子粗〈、粘性 ・しまりなし。

ローム粒子 ・パミス含む。粘性なし。しまりあり。

ローム粒子 ・パミス含む。粒子やや粗〈、粘性なし。

ローム粒子・ パミスを多盤に含む。粒子祖〈、粘性 ・しまりなし。

炭化物わずかに含む。粘性 ・しまりなし。

パミスわずかに含む。枯性 ・しまりなし。

ローム主体。パミス含む。粒子祖〈、 枯性 ・しま りな し。

。
標高708.40 m 

(1 : 80) 2m 

第32図 第11号住居址実測図
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遺構（第32図、図版十三）

本住居址はH区内、第 7号トレンチ北側に位置し、全体層序第IV層上面において検出された。

他遺構との重複関係はないものの、東壁及び南壁の一部上面を撹乱によって破壊される。また、

北西部大半が調査区外である。平面形態及び規模は東壁の南側と南壁の東側が検出されたのみで

あるため不明であるが、隅丸長方形を呈すると考えられる。

覆土は三層に分割された。第1層は暗褐色土層で、覆土の大半を占める。第 2・3層は東壁直

下にのみ認められ、第2層が暗褐色土層、第3層が極暗褐色土層である。

確認面からの壁高はll-46cmを測り、遺存状態は良好である。床面からの立ち上がりは比較的

緩やかである。壁体は地山第IV層を利用しており、堅固で平滑な状態である。壁溝は東壁下にお

いて検出された。また、いから東方に70cmの溝がのびており、東方は壁溝に交わる。溝幅は14

-28cm、深さは 5-8cmを測り、断面形は「U」字状を呈する。

床面は地山第IV層を掘り窪めた後、第 4層極暗褐色土層、第 5層褐色土層を埋め戻して叩きし

めた貼床が施される。構築状況は平坦で非常に堅固な状態である。また、東壁下の中央北方寄り

に径80cm前後の範囲で灰層が認められる。

ピットは 4個検出された。Pは 42X 40cmの円形を呈し、西側にテラスを有する。深さはテラ

ス部で10cm、最深部で22cmを測る。 P2は主柱穴と考えられ、 79X60cmの楕円形を呈し、北側に

テラスを有する 。深さはテラス部で23cm、最深部で41cm を測る 。 p3• p 4は入口施設に関するピッ

トと考えられ、 p3は28X 18cm、いは30X26cmの楕円形を呈し、各々18cm・19cmの深度を有する。

カマドは先述したように、住居址の南西部分のみの調査であるため検出されなかった。

遺物の出土状況は特に集中する箇所はみられず、土師器・須恵器が散漫な状態で出土した。33

-1・2・5は南壁直下及びP2西側の貼床内より出土した。 33-3は南壁下の床面付近より出

土し、 33-6は南東コーナー直下の床面より14cm浮いた状態で出土した。

遺物（第33図、図版二十九・三十）

本住居址の出土遺物には土師器 ・須恵器があるが須恵器がその主体を占める。図示し得たもの

は全て須恵器で坪8点 (33-1-8)、長頸瓶1点 (33-9)の9点である。

33-1 -5はいずれも底部の切り離しは回転糸切りのまま未調整である。また、体部が直線的

に外傾しており、特に 2は体部の外傾化、底部の縮小化の傾向が認められる。 33-6は他と比較

して器高が高く高台付坪であると思われる。 33-8は器高が低く、体部は屈曲して立ち上がる。

高台が貼付されることも考えられるが明確ではない。 33-1・3・4・5・7には火欅がみられ

る。 33-9は長頸瓶の底部と考えられ、回転ヘラケズリの後、高台が貼付される。また、破片資

料であるが、坪には底部に手持ちヘラケズリの施されるもの、回転ヘラケズリの後、高台が貼付

されるものがある。この他、外面に平行叩きの施される甕、内面にかえりを有さずロクロヨコナ
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第33図 第11号住居址出土土器実測図

第11表 第11号住居址出土土器観察表く 1〉

挿図
器種 法塁 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考番号

体部直線的に外傾する。 内外面 ロクロヨコナデ 完全実測、 No3 

須恵器
14 0 底部回転糸切り。 胎土 白色、その他砂粒多益含む。

4. 0 焼成不良
33-1 坪

6. 8 色調 2.5Y 5 / I (黄灰色）

内面に火欅あり。

12, 6 
体部直線的に外傾し、端部で外反気味 内外面 ロクロヨコナデ 完全実測、 Nn4 

須恵器
3. 6 
になる。 胎土 白色粒子少飛含む。

33-2 坪
5. 4 
底部回転糸切り。 焼成やや甘い。

色調 7.5G Y 4 / I (暗緑灰色）
体部内弯して立ち上がり、端部で外反 内外面 ロクロヨコナテ’ 回転実測底部2/3残存、Nu2、Q2

(13. 5) する。 胎土 白色粒子多盈含む。
須恵器

3. 7 
底部回転糸切り。 焼成良好

33-3 坪
6. 0 色調 5 Y 5/1 (灰色）

火欅あり。

体部器肉厄く、直線的に外傾する。 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測底部 1/3残存、 II区

須恵器
03. 8) 底部回転糸切り。 胎土 白色砂粒少屈含む。粒子の

坪
3. 6 やや粗い砂粒微屈含む。

33-4 
(8. 0) 焼成良好

色調 !OY 4 / 1 (灰色）
体部直線的に外傾し、端部でわずかに 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測 口繰部 1/3残存、

(14, 2) 
外反する。 No 6 

須恵器
4.1 
底部回転糸切り。 胎土 白色粒子少景含む。

33-5 坪
(6. 0) 

焼成良好

色調 7,SY 5/2 (灰オ リープ色）

内外面に火欅あり。

体部わずかに内弯し、端部で外反す 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測 口縁部 1/3残存、

須恵器
04. 8) る。 Nn 1 
(5. 5) 胎土砂粒子小嚢含む。

33-6 坪
焼成良好

色調 5 Y 4/1 (灰色）
体部わずかに内弯し、端部で外反す 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測 口緑部 1/4残存、

(12. 8) 
る。 I区

須恵器
<3. 3) 胎土茶色粒子多く含む。

33-7 坪 焼成良好

色調 5Y6/2(灰オリープ色）

内外面に火欅あり。
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第12表 第11号住居址出土土器観察表 く2〉

挿図

番号
器種 法屈 成形及び器形の特徴 開 整 備 考

底部ヘラ切りか9 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測 口緑部1/6残存、
1区

須恵器
(14. 4) 胎土 白色粒子微混含む。やや粗

33-8 坪
<3. 3> ,、0

焼成良好
色調 lOY 2 / 1 (黒色）

底部回転ヘラケズリの後、高台貼付。 内外面 ロク ロヨ コナデ 完全実測底部1/2残存、 1区

須恵器 胎土 白色粒子少嚢含む。

長頸瓶
<2. 9〉 ヽ 焼成 良好33-9 
7. 6 色調 2.5Y6/2 (灰黄色）

デの施される蓋がある。つまみ部は欠損のため不明である。土師器は図示し得たものはないが、

器種には甕・坪がある。甕は器肉が薄く、 口辺部ヨコナデ、胴部外面にヘラケズリが施される。

坪はロクロ成形によるもので、内面に黒色処理が施される。

以上、本住居址の所産期は、出土土器の主体を占める須恵器坪より平安時代前葉と考える。

（三石）

12)第12号住居址

遺構 （第34・35図、 図版十三・十四）

本住居址はH区内、第 7号トレ ンチ北側に位置し、全体層序第IV層上において検出された。他

遺構との重複関係はないものの、南東コーナー上面を撹乱により破壊される。また、北側大半が

調査区外であり未調査である。平面形態及び規模は南壁と東壁の南側が検出されたのみであるた

め不明であるが、南壁長は427cmを測り、隅丸長方形を呈するものと考えられる。

覆土は五層に分割され、堆積状態は自然堆積の状況を示している。第 1層は褐色土層で、中央

付近に厚く堆積している。第 2層はほぼ全面にみられ、 ロームを主体とする褐色土層であり、第

3層は炭化物を僅かに含む黒褐色土層である。第4・5層は壁直下にみられ、第 4層は南壁下に

おいては第 1次堆積土、東壁下においては第 2次堆積土である。

層であり、壁体の崩落層と考えられる。

ローム粒子を 多量に含む褐色土

確認面からの壁高は27-40cmで、南東コーナーの撹乱内で8cmを測るが遺存状態は良好である。

床面からの立ち上がりは比較的急傾斜で立ち上がり、壁体は平滑で堅固な状態である。壁溝は検

出されなかった。

床面は地山第IV層を叩きしめて構築されており、平坦で堅固な状態である。

ピッ トは 4個検出された。P1は主柱穴と考えられ、東壁から92cm、南壁から154cmの位置に配

される。平面形態は50X 43cmの楕円形を呈し、 41cmの深度を有する。覆土は褐色土層とローム粒

子を主体とするにぶい褐色土層の二層に分割された。P2は南壁直下、東寄りに位置し、 44X36

cmの楕円形を呈する。深さは23cmを測る。 p 3 • p 4は南壁下中央付近に位置し、入口施設に関わ
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1 7.5YR4/4 褐色土層 ローム粒子 ・パミス多梵に含む。 枯性なし、

しまりあり。

2 7 .SYR 4 / 4 , 褐色土層 ローム主体。バミス含む。粒子粗く、粘性な

し、しまりあり。

3 7.5YR3/2 黒褐色土層ローム粒子・バミス含む。炭化物僅かに含む。

枯性なし、しまりあり。

4 7.5YR4/3 掲色土府 ローム粒子多屈に含む。粘性 ・しま りなし。

5 7 .SYR 3 / 3 暗褐色土府ローム粒子 ・バミス少証含む。粒子やや祖〈、

粘性・しまりなし。

゜
標高708.40m
(1 : 80) 2m 

第34図 第12号住居址実測図

る柱穴と考えられる。平面形態は32X23cm、40X2lcmの楕円形を呈し、深さは各々24cm・ 18cmを

測る。断面形は「U」字状を呈し、覆土は黒褐色土層が主体を占め、底面付近にローム粒子を主

体とするにぶい褐色土層が4-6cmの厚さで認められた。

炉址は、住居址の中央部分から北側が調査区外であるため検出されなかった。

遺物の出土状況は特に集中する箇所は認められず、検出された床面のほぼ全面から出土してい

る。36-1・5、37-9は南西コーナー直下の床面上より出土しており、 36-1・ 5は横転して

土圧で潰れた状態で出土した。36-2・3は東壁直下、 37-8はP1・P3間、 37-16はP1西側、

37-17は p 3 • p 4間、 37-18はP2西側、 37-19はP2の北東、 37-21はE 南側より出土し、い
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第35図 第12号住居址遺物出土状況実測図

ずれも床面上あるいはその付近からの出土である。また、 37-13はP2内から出土している。こ

の他、 36-4、37-11は床面より約10cm浮いた状態で出土している。

遺物（第36-38図、図版三十～三十二）

本住居址からは弥生土器が出土している。比較的まとまった資料が出土しており、器種には壺

．甕・鉢・高坪・甑がある。そのうち図化し得たのは実測図21点（壺4点、甕12点、鉢4点、甑

1点）、拓影図 9点 （壺3点、甕6点）である。

壺には無彩の36-1・2と赤色塗彩の施される36-3があり、 38-1・2は後者に属するもの

である。この他内外面に赤色塗彩の施された口辺部片、内面にハケメ調整、外面に赤色塗彩の施

された胴部片がある。無彩の36-1は口辺部が大きく外反し、口径が最大径となるが歪みが著し

い。文様は頸部に櫛描横走文が3帯上から下へ右回りに施文される。 36-2も1と同様に頸部に

櫛描横走文が施文される。 36-3は頸部に箆描横走文で区画した中に箆描羽状沈線文が施される。

38-1 -3は頸部片で、 1は櫛描横走文に 8本一組の櫛描文を垂下させた「T字文C」を形成し、

文様帯区画をもたない。 2・3は箆描横走文で文様帯区画され、区画内に各々箆描羽状沈線文・

箆描格子目文が施文される。

甕には大型品と小型品の二形態があ り、文様構成には櫛描波状文の施文されるもの (36-5・ 
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第37図 第12号住居址出土土器実測図く2〉

6、37-9、38-4・6・7) と櫛描斜走文の施文されるもの (36-7、37-8、38-5・8・ 

9)がある。37-8と38-9は同一個体であり、口径29.1cm (推定値）を測る大型品である。 36

-5は6本一組の粗い櫛描波状文を口縁部から胴上半部に施した後、頸部に櫛描簾状文ではなく

櫛描横走文が施文されている点で稀有な資料である。

鉢には37-17-20の4点があり、いずれも内外面に赤色塗彩が施され、体部は直線的に立ち上

がるが、 17・18は端部でわずかに内弯気味となる。また、 17は端部に 2孔一対の穿孔を有する。
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第13表第12号住居址出土土器観察表く 1〉

謬 器種 法屈 成形及び器形の特徴 調整 備考

全般に成形・調整 ・文様が稚拙であ 内）口緑部ヨコナデ、胴上半部ナデ調整、胴下半 完全実測 Na63 

る。巻き上げ成形。下半は分割成形 部粗いハケメ調整・ナデ調整 胎土微砂粒多批含む。

18. 5 か？ 下半部は特に雑で本来の形態と 外）口緑部ヨコナデ、 胴上半部ハケメ調整、胴下 焼成良好

"' .. 24. 0 異なる。口辺部直線的に外傾し，胴部 半部ナデ問整の後、口～胴上半部縦位のヘラ 色調 lOY R 8/ 4 (浅黄橙色）
36-I 

最大径 (16,4cm)は胴部下位に位甜す ミ ガキ、胴下半部横位縦位のヘラミガキ 外面に口～底ま で長い黒斑あり。6, 4 

る。 文）顆部に櫛描横走文が3帯上から下へ右回りに

粗雑に施文される。

ロ辺部暖 〈外反する。 内）横位のヘラミガキ 完全実測 No50 
22. 0 

ヽ 外）縦位のヘラミガキ 胎土砂粒多屈含む。

36-2 空... 
く9,I〉

文）頸部に櫛描横走文が右回りに施文される。 焼成良好

色調 lOY R 8 / 3 (浅黄橙色）

内）赤色塗彩、横位のヘフミガキ｀剥離若しい。 回転実iJ11J Nn49 

外）赤色塗彩、横位のヘラミガキ。 胎土砂粒多況含む。石英粒少費

空~. 
く13.2) 文）頸部に、箆描横走文で区画した中に、箆描羽 含む。

36-3 
状沈線文を施す。 焼成良好

色調 lOY R 7 / 4 (にぷい黄橙色）

内）ナデ調整 完全実測 No46 

外）縦位のヘラミガキ 胎土 白色、その他砂粒を多屈含

壺
<4. 2) む。

36-4 
10. 7 焼成良好

色調 5YR5/6 (明赤褐色）
ロ辺部絞 〈外傾し、汲大径 (24.2cm) 内）横位のヘラミガキ 完全実測 No62 

21. 7 は胴部中位下方に位賀する。 外）ハケメ調整の後、胴部下半縦位のヘラミガキ 胎土雲母、長石、白色粒子を多

甕
34. 8 文）口～胴上半部に 6本一組の祖い櫛描波状文を 屈含む。

36-5 
5. 8 施文した後、頸部に同単位の櫛描横走文を施 焼成良好

す。 色調lOYR8/4 (浅黄橙色）
口辺部緩 〈外傾する。 内）横位のヘラミガキ 回転実測 口緑部 1/4残存、No!O

(19. 3) 
外）ハケメ問整、口緑部ヨコナデ 胎土 白色粒子多位含む

文） 6本 1組の柄描波状文を右回りに継続的に施 焼成良好

36-6 甕
<S. 9〉

文した後、頸部に柄描簾状文 (3連止め）を 色調外） 7.5YR 4/3 (褐色）

右回りに施す。 内） 7.5YR6/4 (にぶい

橙色）

胴部中位上方で強く張り、胴部最大径 内）ハケメ調整の後、横位 ・斜位のヘラミガキ 完全実測 Nn5・8・11・12・29 
(27. 3cm) を有する。 外）ハケメ調整の後、胴部下半縦位のヘラミガキ ・32・37 43 48 54・64 

文）胴上半部に櫛描斜走直線文を横位羽状に施文 胎土雲母・石英・白色粒子を多

甕
<27. 3〉 した後、頸部に櫛描簾状文 (3連止め）を右 屈含む。

36-7 
回りに施す。 焼成良好9. 0 

色調 5Y7/6 (橙色）

口辺部 「〈」の字状に外傾する。 内）ハケメ調整の後、口辺部横位のヘラミガキ、 回転実測 口緑部 1/4残存、

胴部粗いヘラミガキ Nn23・40・60・I区 ・II区
(29.1) 

外）ハケメ調整 胎土微石英粒（？）多嚢含む。

36-8 甕
く15.0〉

文）類部に11本 1組の櫛描簾状文 (4連止め）を 焼成良好

右回りに施文した後、同単位の粗い櫛描斜走 色調 JOY R 7 /6 (明黄褐色）

直線文を施す。

(12. 6) 
器窃に比して口辺部長〈、緩〈外反す 内）横位のヘラ ミガキ 回転実測 口緑部 1/3残存・No61
る。 外）ハケメ調整の後、胴部下半縦位のヘラミガキ 胎土微石英粒少磁含む。

36-9 甕
く10.0) 

文）ロー胴上半部に栖描波状文を施文した後、顕 焼成良好

部に櫛描簾状文(3連止め）を右回りに施す。 色調 JOY R 6 /2 (灰黄褐色）
輪積成形。 内）ナデ調整 回転実測 l区

外）縦位 ・斜位のヘラミガキ 胎土砂粒子少罷含む。

<5, 3) 底部ヘラミガキ 焼成良好
36-10 甕

7, 0 色調 lOY R 6 / 6 (明黄褐色）

内面に使用時の煤付珀

輪積成形。 内）斜位のヘラミガキ 回転実測 No51・I区

外）縦位のヘラミガキ 胎土粒子の粗い砂粒多塁含む。

底部ヘラミガキ ef,3m/m位の小礫を微盈

含む。

36-11 甕
く6.2> 

焼成良好
5, 5 

色調外） lOYR 6/1 (褐灰色）

内）5YR5/4 (にぷい

赤褐色）
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第14表第12号住居址出土土器観察表く 2〉

挿図
舘種 法量 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番号

輪積成形。 内）斜位のヘラミガキ 回転実測 1区・II区
外）縦位・ 斜位のヘラミガキ 胎土 白色粒子多嚢含む。

焼成良好
37-12 甕

<S. 7〉
色調外） 7.5YR4/3 (椙色）(6. 2) 
内） 10YR6/4 (にぶい

賀掲色）

輪積成形。 内）ハケメ調整・ナデ調整 回転実測 P2・7トレ
外）縦位のヘラミガキ 胎土 白色粒子・砂粒を少量含む。

ヽ
焼成良好

37-13 甕
く5_3〉 色調外） lOYR 6/3 (にぶい
7. 3 賀橙色）

内） 7.5YR7/8(黄橙色）

輪積形成。 内）斜位のヘフミガキ 回転実測底部1/3残存、 No4 
外）縦位のヘラミガキ 胎土 </, 1 mm以下の白色粒子多量

37-14 
(5 0) 含む。

甕
(5. 2) 焼成良好

色調 10YR6/6 (明黄褐色）
輪積成形。 内）祖いハケメ調整 回転実測 I区

外）縦位のヘラミガキ 胎土 白色粒子・砂粒を少羹含む。

底部ヘラミガキ 焼成良好

色調外） 7.5YR5/4 (にぷい
37-15 甕

<2. 6〉
掲色）(7_ 2) 
内） 2.5YR5/6 (明赤褐

色）

輪積成形。 内）横位のヘラミガキ 回転実測底部％残存、 No31
外）縦位のヘラミガキ 胎土砂粒を多量含む。白色粒子

37-16 甕
<2. 6〉 底部ヘラケズリの後、ヘラミガキ 微嚢含む。

(5. 0) 焼成良好

色詞 7.5YR6/6 (橙色）

11. 0 
口緑部内弯し、端部に 2孔 l対穿孔を 内外面とも赤色塗彩、ヘラ ミガキ 完全実測 Nol9・II区
有する。口径に比して、底径が小さ 胎土 白色粒子少塁含む。

37-17 鉢
5. 3 
い。 焼成良好3_ 9 

色調 lOY R 4 / 4 (赤掲色）

11. 5 体部直線的に外傾し、端部で内弯気味 内外面とも赤色塗彩、横位のヘラミガキ 完全実測 Nn22 

5. 9 に肥厚する。 胎土良好
37-18 鉢

4. 2 色調 7.5R4/8 (赤色）

体部直線的に外傾する。 内）赤色塗彩、横位のヘラ ミガキ 回転実測 口緑部％残存、

外）赤色塗彩、口緑部横位のヘラミガキ、体部縦 No47・ I区

10. 6 
位のヘラミガキ 胎土 白色粒子多量含む。密。

焼成良好37-19 鉢 (4. 4〉
色調 lOR 5/6 (赤色）

胎土色調 JOY R 7 / 4 (にぶい

賀橙色）
体部直線的に外傾する。 内）赤色塗彩、横位のヘラ ミガキ 回転実測 口緑部 1/3残存、 II区

12. 4 外）赤色塗彩、口緑部横位のヘラミガキ、体部縦 胎土 白色粒子多量含む。

37-20 
く4.2> 位のヘラミガキ 焼成良好

鉢
色詞 10R4/8 (赤色）

胎土色調JOYR7/6(明黄褐色）
体部内弯気味に開き、底部中央付近に 内）ハケメ調整後、口繰部ヨコナデ、下半部横位 完全実測 口緑部 1/2残存、

20. 6 焼成前穿孔を一孔有する。 のヘラミガキ No45・I区

37-21 甑
10. 9 外）底部ヘラミガキ 胎土微量砂含む。

6. 6 焼成良好

色調 2. 5Y5/2 (暗灰黄色）

卜

この他、内外面とも赤色塗彩された片口土器がある。甑には37-21がある。体部は僅かに内弯気

味に開き、底部に焼成前の穿孔を一孔有する。調整は内外面ハケメ調整の後、外面下半に縦位の

ヘラミガキが施される。

この他破片資料であるが、内弯気味に立ち上がり口縁部で短かく外反し、端部に三角形状の突
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(1 : 4) 10cm 

第38図 第12号住居址出土土器拓影図

起が貼付される高杯の坪部がある。この突起には内面に箆状のエ具による刺突文の施されるもの

と施されないものとがある。

以上、本住居址の所産期は弥生時代後期前半と考えられるが、壺．甕の口辺部形態等に新しい

様相が認められ、弥生時代後期前半でも新しい段階のものと考える。

（三石）

13)第13号住居址

遺構（第39図、固版十五）

本住居址は I. J区境界付近、第7号トレンチ南側に位置し、全体層序第IV層上において検出

された。第11・12号土坑と重複関係にあり、第11号土坑に東壁の一部を破壊され、南壁の一部を

ピット状の撹乱により破壊されている。また、住居址の大半が調査区外であり南東コーナー付近

が検出されたのみである。したがって、平面形態及び規模等については全く不明である。
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調査区外

~ / 
／ 

⑭) 

-I',--
／ ／ 撹乱

A 3 A' 

~ 1 7. SYR 3 / 4 暗褐色土層 ローム粒子 ・パミス多鎚に含む。

粘性なし、しまりあり。

2 7 .SYR 3 / 3 暗褐色土府 ローム粒子 ・パミス少罷含む。

枯性なし、しまりややあり 。

3 7 .SYR 4 / 3 褐色土府 ローム粒子を非常に多く含む。

パミス含む。

粒子粗〈、粘性なし、しまりあり 。

゜
標翡707.20m
(1 : 80) 2m 

第39図 第13号住居址実測図

覆土は三層に分割され、自然堆積の

状況を示している。第1層は暗褐色土

層で最終埋没土である。第2層は暗褐

色土層で、ほぼ全面に広く厚く堆積し

ている。第3層は褐色土層で、南壁下

床面上に僅かに認められるのみである。

確認面からの壁高は 7-17cmを測り

床面からの立ち上がりは東壁は比較的

急傾斜で立ち上がるが、南壁の立ち上

がりは緩やかである。壁溝は検出され

なかった。

床面は地山第IV層を利用して構築さ

れ、全体にほぼ平坦であるが軟弱な状

態である。

ピット・カマド等の付属施設は、先

述したように南東コーナー付近の極く一部分の調査であるため検出されなかった。

遺物 （第40図、図版三十ニ・ 三十五）
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本住居址からは土師器・須恵器が少量出土している。器種には

甕・坪がありそのうち図化し得たのは40-1の須恵器坪 1点のみ

である。40-1はロクロ成形により、底部は回転糸切りのまま未

調整である。また、体部下位には「井」の字の墨書がみられる。
(1) 

須恵器に墨書が施される例は、佐久地方では現在まで8遺跡11例

であり、土師器と比較して圧例的に少ない。また、 11点中 6点が

第40図 第13号住居址出土土器実測図

第15表 第13号住居址出土土器観察表

:墨 器稚 法蘇 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

底部回転糸切り。 内外面 ロクロヨコナデ 完全実測

体部下位に「井」の字の是害あ り。 胎土 白色、その他砂粒を多批に

須思器
含む。

40-1 く2.O> 焼成良好
坪、
7 0 色調 2. 羽 5/1 (黄灰色）

火欅あり

坪形土器であり、野火付Hl3・ 十二H46例のみが蓋である。この他小片のため図示し得なかった

が、須恵器には外面に平行叩きの施される甕、底部回転糸切りのまま未調整の坪があり、土師器

には外面にヘラケズリされる甕、内面黒色処理される杯がある。
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以上、本住居址の所産期は、出土遺物が非常に少なく明確ではないが、平安時代前葉と考えて

おきたい。 （三石）

註(1) 上桜井北遺跡第 6号住居址 佐久市教育委員会 1978 『上桜井北』

鋳師屋遺跡第 1号住居址 佐久市教育委貝会 1985 『鋳師屋遺跡』

野火付遺跡第13号住居址 御代田町教育委員会 1985 『野火付遺跡』

前田遺跡第 1・7号住居址 御代田町教育委員会 1987 『前田遺跡』
I 

十二遺跡第14・46号住居址 御代田町教育委員会 1988 『十二遺跡』

宮の北遺跡第 9号住居址 小諸市教育委員会 1981 『宮の北』

曽根城遺跡第 5号住居址 小諸市教育委員会 1983 『曽根城遺跡J

雨堤遺跡第 1号住居址 小海町教育委員会 1986 『雨堤遺跡』

14)第14号住居址

遺構（第41・42図、図版十五・ 十六）

本住居址はJ区内、第 7号トレ ンチ南端部に位置し、全体層序第IV層上において検出された。

第15・16号土坑と重複関係をもち、第15号土坑に中央部を、第16号土坑に西壁部分を破壊される。

また、撹乱により東壁の一部と南側大半を破壊されている。さらに北西コーナー付近が調査区外

である。平面形態及び規模は、北東コーナーと西壁の一部が検出されたのみであるため不明であ

,o:i_ 

Iは1 A 

4 4 3 

D1~~ ー／／`／／／／／＿

I 7.5YR3/2 黒褐色土層 ローム粒子 ・パミスを微量に含み、灰白色の灰を含む。

特に中央部附近に多く含む。粒子やや細かく、粘性・しまりなし。

2 7 .SYR 2 / 3 極暗褐色土層 ローム粒子 ・パミス少益含む。粒子細かく、粘性・しまりなし。

3 7 .SYR 3 / 3 暗褐色土層 ローム粒子多籠、パミス中筵含む。粒子やや細か（ 、粘性 ・し

まりなし．

4 7.5YR2/1 黒色土層 粒子細かく、粘性 ・しまりなし．

標高707.OOm 

／ 

A' 

第41図 第14号住居址実測図 ゜
(I : 80) 2 m 
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るが、東西長550

cm前後を測る隅丸

長方形を呈すると

考えられる。

覆土は四層に分

割された。第1層

は中央部分のみに

見られる黒褐色土

層で灰を含む。第

2層は極暗褐色土

層で覆土の大半を

占めるものである。

第3層は暗褐色土

層で東壁直下に僅

かに認められるの



みであり、第 4層は黒色土層で中央寄りの床面上に 2-4cmの厚さで観察される。

確認面からの壁高は 0-18cmを測り、床面からの立ち上がりは比較的緩やかである。壁溝は北

壁下東側においてのみ検出され北東コーナーで断絶する。溝幅は 8-14cm、深さは 2-5 cmを測

り、断面形は「U」字状を呈する。

床面は地山第IV層を叩きしめて構築されており、平坦で堅固な状態である。カマドの南側・南

東側の床面上に40-50X20cmの範囲で灰塊がみられる。

I> 
調査区外 I:,,-

B --
c
 

〇戸
43-2 

43-1 

I>: 
＼乏

B
 

B
 

8 1 

c
 

c 

麟
1 7.SYR 3/2 黒褐色土層 灰を含む。粘性・しまりなし。
2 75YR4/2 灰褐色土層 灰・焼土多擾に含む。
3 7.SYR 3/3 暗褐色土層 灰・焼土含む。
4 75YR4/3 褐色土層 灰を多董に含む。
7.5YR3/2 黒褐色土層 灰を含む。
7 SYR 4/4 褐色土層 灰・焼土含む。粒子細か〈、枯性なし。
7 5YR4/6 赤褐色土層焼土。灰炭化物含む。
8 7 SY R 4/ 2 灰褐色土層｝ 灰層
9 7.5YR8/2 灰白色土層
10 75YR2/! 照色土層 灰を含む。 粒子細か〈、 枯性・しまりなし。

゜
標高(7106. .3900) m 

lm 

第42図 第14号住居址カマド実測図
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ピットは 2個検出され、いずれも主柱穴と考えられるが整然とした配列とは言い難い。E は42

X36cmの楕円形を呈し、 25cmの深度を有する。 P2は径44cmの円形で北西側にテラスを有する。

深さはテラス部で13cm、最深部で25cmを測る。覆土はpI• P2とも黒褐色土層一層からなる。

カマドは北壁西半部が調査区外であるため明確ではないが、北壁中央付近に位置すると考えら

れる。煙道部が調査区外であり、本体が既に崩落しているため旧状は知り得ない。火床部は床面

を掘り込んだ後、灰褐色の灰層 （第 8 層）•黒色土層（第10層）を埋め戻して設けられ、焼土が 4

-8 cm堆積していた。天井部・袖部は既に崩落しているが、第 2・3・9層によって構築された

と考えられる。なお、焼土範囲の両側に42X32cm、42X28cmの楕円形のピットが掘り込まれてお

り、袖石を固定するためのものと考えられるが袖石は残存しない。また、このピット間より土師

器甕 (43-1)が横転して潰れた状態で出土した。

遺物の出土状況は散漫な状態であるが、カマド内及びカマド周辺に集中している。 43-1はカ

マド内より出土し、 43-2はカマド東側の床面より若干浮いた状態で出土した。43-3はカマド

の南東床面上より出土している。

遺物（第43・44図、図版三十ニ ・三十五）

本住居址からは土師器・須恵器・鉄製品が出土している。土師器の器種には甕・坪があり、須

恵器には坪がある。甕には口縁部が短かく外反し、長胴を呈する43-1と、口縁部が「く」の字

状に外反し、球胴形の胴部を有する43-2がある。 1は胴部外面縦位のヘラケズリ、 2は斜位の

2
 

~ 3 

0 (1 : 4) 10cm 

第43図 第14号住居址出土土器実測回
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第16表 第14号住居址出土土器観察表

≫
 

r'

ヨ

•. 

挿図
器 法費 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

番号

巻き上げ成形。 内）口縁部ヨコナデ、胴部横位・斜位のナデ調整 完全実測 Nu 4・カマド

20. 6 
口緑部短〈外反する。 外）口縁部ヨコナデの後、胴部縦位のヘラケズリ 胎土 1 mm大の白色 ・赤色粒子多

胴部中位でわずかにふ〈らみ、長胴を 益含む。

43-I 甕
く29.0) 

呈する。 焼成良好

色調 IOY R 7 / 4 (にぷい賀橙

色）

巻き上げ成形． 内）口緑部横位のヘラ ミガキ、胴部ナデ調整の後、 完全実測 No 4・5、 I区・カマド

15. 9 口辺部「いの字状に外反する。 粗い横位斜位のヘラミガキ 胎土 5 mm大の長砂含む。赤色白

甕
く15.3> 胴部は球胴形を呈し！最大径(21.0cm) 外）胴部斜位のヘラケズリ、ヘラ ミガキの後｀ロ 色粒子多盈含む。

43-2 
は胴中位に位沼する。 緑部ヨコナデ 焼成良好

色調 IORS/8 (赤色）

口辺部と底部の境に一条の沈線が巡ら 内）口辺部横位ヘラ ミガキ、底部ナデ調整の後、 完全実測 No 2 

12. 8 
され、稜がより明瞭となる。 ヘラ ミガキ 胎土微砂粒含む。密

口辺部は直線的に外傾し、底部は丸底 外）口辺部ヨコナデの後、ヘラ ミガキ。底部ヘラ 焼成良好

43-3 杯
4. 9 
を呈する。 ケズリの後、ヘラミ ガキ 色調 5YR5/6 (明赤褐色）

底面磨滅 ・ロ緑も使用に欠

け磨耗が生じている。

•~ 
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ij 2 
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1 

゜
(1 . 3) 10cm 

9
9
 第44図 第14号住居址出土鉄製品実測図

＇ 

ヘラケズリの後、ヘラミ

ガキが施される。 43-3 

は土師器坪で、口辺部と

底部との境に一条の沈線

が巡り稜がより明瞭とな

る所謂須恵器模倣坪であ

曇

．．
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，
 
［
 
凰

i
 

，
 
、_
r
：＂ 

る。この他小片のため図示し得なかったが、坪には 3と同様に口辺部と底部との境に明瞭な稜を

有するもの、口縁部が内面に稜をもち屈曲して外反するもの、内面に黒色処理されるものがあり

甕には 1と同様な長胴甕がある。須恵器には坪がある。

鉄製品には44-1 -3がある。 1は幅4.2cmを測る板状の鉄製品であるが錆の付着が著しく用

途は不明である。 2・3も錆の付着が著しく明確ではないが同一の刀子と思われ、各々幅12mm、

16mm、残存長29mm、44mmを測る。

以上、本住居址の所産期は土師器甕・坪の様相から古墳時代後期後葉と考えられる。

（三石）

15)第15号住居址

遺構（第45図、図版十七）

本住居址はK区内、第10号トレンチ北側に位置し、全体層序第IV層上において検出された。他

遺構との重複関係はないものの、北東部及び南側が道路により削平を受けており、さらに北西コー

ナーが調査区外のため未調査である。平面形態及び規模は北壁・西壁の一部が検出されたのみで

あるため全く不明である。

覆土は五層に分割された。第 1層は黒褐色土層で中央付近に僅かに観察される。第 2層は褐色
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旦~竺 • 轟1 7 .5YR 3 / 2 黒掲色土屑 ローム粒子 ・パミス少量含む。粒子粗く、枯性なし。

2 7 .5YR 4 / 3 褐色土層 ローム粒子 ・バミス多盈に含む。粒子細かく、粘性なし。

3 7.5YR3/4 暗褐色土層 粒子祖〈、粘性 ・しま りなし。

4 7.5YR3/3 暗褐色土層 粒子細かく、粘性弱、しまりややあり。

5 7.5YR3/3 暗褐色土層 粒子細か（、粘性・しまりなし。

6 7.5YR2/2 黒褐色土層 バミスわずかに含む。粘性弱く、しまりなし。
7 7.5YR4/3 褐色土屑 ローム粒子 ・パミス多塁に含む。粒子粗く、粘性・しまりなし。

標高706.30m
0 (1 : 80) 2 m 

第45図 第15号住居址実測図

土層で覆土の大半を占める。第3・4・5層は暗褐色土層で、第4層は床面上に 6-8cm堆積し

ており、第 5層は北壁下にのみみられる第 1次堆積土である。

確認面からの壁高は12-26cmを測り、床面から急傾斜で立ち上がる。壁体の構築状況は平滑で

あるが堅固な状態ではない。壁溝は検出されなかった。

床面は地山第IV層を叩きしめて構築されており、全体に平坦であるが堅固な状態とは言い難い。

ピットは 2個検出された。E は32X3lcmの円形を呈し、 21cmの深度を有する。P2は30X26cm

の楕円形を呈し、 25cmの深度を有するが、撹乱により上面を破壊されているためいずれも残存値

であり、旧状は35cm前後の深度を有するものと考えられる。覆土は、 P1は第 6・7層の二層か

らなり、 P2は第6層一層のみからなる。

炉址は、先述したように住居址の北西部付近が調査し得たのみであるため検出されなかった。

遺物の出土状況は弥生土器・土師器が混在して出土しているが、その量は極めて少ない。この

うち土師器は混入遺物と考える。遺物の分布状況は極めて散漫であり 、集中する箇所は認められ

ない。46-1-9はいずれも覆土中からの出土である。
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第46図 第15号住居址出土土器拓影図

遺物（第46図）

本住居址の出土土器には弥生土器と少量の土師器があり、土師器は混入遺物と考えられる。弥

生土器の器種には壺・甕があり、このうち図示し得たのは拓影図 9点である。

壺には46-1・ 2があり、 1は箆描横走文で区画された中に箆描羽状沈線文が施文され、2は

櫛描横走文が施文される。甕には46-3 -9があり、 8の櫛描斜走文以外は櫛描波状文が施文さ

れるが、 6の櫛描波状文は櫛描簾状文の後に施される。この他、赤色塗彩される壺の胴部片、内

外面に赤色塗彩される高坪の坪部と思われる小片などがある。

以上、本住居址の出土遺物は非常に少なく、小片のみであるため明確ではないが、これらの土

器は弥生時代後期的様相を示しており、これをも って本住居址の所産期としたい。 （三石）

16)第16号住居址

④ 

I.,,, ~ ／ ' ／ 
1 7 5YR3/2 黒褐色土層 パミス

少泣含む。粘性なし。
しまりややあり。

調査区外 ／一ー・ ド、 2 7 5YR 3/ 2 黒褐色土層 1層より
やや黒みが強い。
パミス少祉含む。枯
性なし、しまりやや
あり。

3 7 5YR2/2 黒褐色土層 ローム
粒子・パミスご〈僅
かに含む。枯性弱く
しまりややあり。

A' 
4 7.5YR3/3 暗褐色土層 ローム

4 粒子・バミス含む。
粘性・しまりなし。

゜
標高（706 !Om 
1 80) 2m 

第47因 第16号住居址実測図
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遺構（第47図、図版十八）

本住居址はK区内、第10号トレンチ中央北寄りに位置し、全体層序第IV層上において検出され

た。第21号土坑と重複関係をもち、東壁の一部及び床面を破壊されている。また、南東コーナー

付近が検出されたのみであり大半が調査区外である。したがって平面形態及び規模については全

く不明である。

覆土は四層に分割された。第1・2層は黒褐色土層で覆土の大半を占める。第 3層は黒褐色土

層で南壁のみにみられ、第 4層は暗褐色土層で東壁においてみられるのみである。

確認面からの壁高は22-43cmを測る。壁体は地山第IV層を利用して構築されており、床面から

の立ち上がりは比較的急傾斜である。壁溝は検出されなかった。

床面は地山第IV層をそのまま利用して構築されるが堅固な状態とは言い難い。

ピット及びカマド等の付属施設は前述したように大半が調査区外であり、南東コーナー付近が

調査し得たのみであるため検出されなかった。

遺物の出土状況は土師器・須恵器が覆土中から僅かに出土したのみである。

遺物 （第48図、図版三十二）

本住居址からは土師器・須恵器が極く少量出土し

たのみである。土師器の器種には甕・坪があり、須

恵器の器種には杯がある。そのうち須恵器坪 (48-

1) 1点が図化できたのみである。

48-1はロクロ成形による須恵器坪で、底部は全

面に手持ちヘラケズ リが施される。体部は直線的に

立ち上がり底部は平底であるが、．体部と底部との変

換点は丸味をおびており不明瞭である。この他小片

ロニ

゜
ゞヽ

(I : 4) 10cm 

のため図示し得なかったが、外面にヘラケズ リの施

第17表 第16号住居址出土土器観察表

第48図 第16号住居址出土土器実測因

罪 1 器種 1 法位 1 成形及び器形の特徴

(15. 6) 底部手持ちヘラケズリ。

4. 4 

(8. 8) 

調 整

内外面 ロクロヨコナデ

備 考

回転実測底部 1/2残存

胎土 白色粒子密に少益含む。

焼成良好

色調 !OY 5/1 (灰色）

される甕の胴部片、ロクロヨコナデの施される土師器坪の小片などがある。

以上、本住居址の出土遺物は僅かであり、所産期を決定する資料に欠けるが、 46-1の須恵器

坪を本住居址の共伴遺物と判断するならば、本住居址の所産期は奈良時代中葉、堤編年 (1987)

による前田V-VI期に該当すると考える。

（三石）
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17)第17号住居址

遺構（第49図、図版十八）

本住居址はK区内、第10

号トレンチ中央付近に位置

し、全体層序第IV層上にお

いて検出された。第22号土

坑と重複関係をもち西壁の

一部を破壊される。また、

南側は撹乱によって破壊さ

れており、さらに北西コー

ナー付近は調査区外のため

未調査である。平面形態及

び規模は東西長は推定で6

m前後を測るが南北長• 長

軸方位等は不明である。

覆土は五層に分割され

た。第1-3層は黒褐色土

層で覆土の主体を占めるも

のである。第 4層は炭化物

．灰を含む極暗褐色土層で

北壁下に見られるのみであ

る。第5層は床面上に約10

cmの厚さで堆積している灰

褐色土層で炭化物・灰を含

む。確認面からの壁高は北

壁で45-52cmと良好な残存

状態を示すが、東壁及び西

壁は撹乱に よって上面を破

壊されているため、東壁で

4 -44cm、西壁で9-48cm 

を測り、南方に向かって低

, ---------------------
I 
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調査区外
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喜◎四 0pl 
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學t5

撹乱

゜
楼高705.90m
(l : 80) 

A' 

1 7 .SYR 2 / 2 黒褐色土層 ローム粒子 ・バミス含む。炭化物僅かに含む。

枯性なし。しまりあり。

2 7 .SYR 2 / 2 黒褐色土層 黒褐色を基調とし、ロームプロソク ・ローム粒

子 ・バミスを多量に含む。炭化物・灰プロ ック

を少祉含む。

3 7 .SYR 3 / 1 黒褐色土層 1・ 2層より 黒色が強い。口＿ム粒子 ・パミス

を少益含む。粘社 ・しまりなし．

4 7 .SYR 2 / 3 極暗褐色土層 ローム粒子 ・バミス ・炭化物・ 灰粒子を含む．

粘性 ・し まりなし。

5 7.5YR4/2 灰褐色土層 灰粒子・炭化物 僅かに含む。灰プロックを含

む。粘性なし。しまりあり。

6 7 .SYR 2 / 2 黒褐色土層 ローム粒子 ・パミス多塁に含む。炭化物を僅か

に含む。枯性なし。しまりあり。

2m 

第49図 第17号住居址実測図
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くなる。壁体は地山第IV層を利用して構築されており、床面から急傾斜で立ち上がる。壁溝は検

出されなかった。

床面は、北東コーナー付近は地山第IV層を叩きしめて構築されており、平坦で非常に堅固な状

態である。他の部分は第 6層黒褐色土層を10cm前後埋め戻して貼床が施されるが堅固な状態とは

言い難い。

ピットは 5個検出された。 P1は56X46cmの楕円形で北側にテラスを有する。深さはテラス部

で30cm、最深部で47cmを測・る。 P2は56X52cmの円形を呈し南側にテラスを有する。深さはテラ

ス部で30cm、最深部で42cmを測る。 Psは52X50cmの円形を呈し64cmの深度を有する。 p4は撹乱

により南半部を破壊されるが、推定で径70cmの円形を呈すると考えられ、深さは58cmを測る。

Psは70X46cmの楕円形を呈する。中央にテラスを有し、 63cm・67cmの深度を有する。

カマドは前述したように、北東コーナー付近と西壁の一部が検出されたのみであるため検出さ

れなかった。

遺物の出土状況は弥生土器・土師器・須恵器・鉄製品が出土しており、住居址中央付近に集中

する傾向が認められる。 50-1・2・5・8は住居址中央北側、 P1・P2間の床面上あるいは床

面より若干浮いた状態で出土した。 50-3はP1から北西に10-lOOcm離れ、床面よりやや浮いた

状態で出土した。 50-7は北東コーナー下の床面上より出土した。この他、 50-4・6、51-1 

. 2が覆土中より出土している。

遺物 （第50・51図、図版三十ニ・三十三・三十五）

本住居址から出土した土師器には甕・ 坪・高坪があり、須恵器の器種には蓋がある。

甕には50-1 -4があるが全て欠損品である。 1・2は口縁部が短かく外反し、胴部は長胴を

呈する。調整は口縁部内外面ヨコナデ、胴部は外面に縦位のヘラケズリが施される。 3は底部片

で、器肉厚いが厚さが一定しない。 4は小型甕で口縁部は「く」の字状に外反し、口縁部内外面

ョコナデ、胴部外面はヘラケズリが施される。

坪には50-5・6がある。 5は体部が内弯して立ち上がり、底部は偏平な丸底を呈する。調整

は内面丁寧なナデ調整、外面は体部ヘラケズリの後、口縁部にヨコナデが施される。 6は口縁端

部で外反し、底部は丸底となる。内面は黒色処理され、外面は口縁部ヨコナデの後、底部にヘラ

ケズリが施される。

高坪には50-7がある。坪部は丸味をおび、柱状部は短く、裾部で大きく広がる。杯部内面は

黒色処理され、坪部上半と裾部にヨコナデ、坪部下半と柱状部にヘラケズリが施される。

須恵器には蓋 (50-8)がある。天井部は偏平な盤状を呈し端部で屈曲する。つまみ部の形状

は欠損のため不明である。

この他小片のため図示し得なかったが、土師器杯には 5と同様に偏平で外面にヘラケズリの施
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第50図 第17号住居址出土土器実測図
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されるもの、内面に黒色処理されるものがあり、高坪には 7

と同様な裾部で大きく広がり、外面に縦位のヘラケズリの施

される脚部がある。須恵器には底部に手持ちヘラケズリされ

る坪がある。

鉄製品には51-1・2の2点があり、 1は鉄鏃の鏃身部と第51図 第17号住居址出土鉄製品実測図
考えられるが先端部のみであり全体の形状は不明である。2

 は鉄釘で残存長6.8cmを測る。

以上、本住居址の所産期は、 土師器甕．杯などから古墳時代終末と考えておきたい。

（三石）
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第18表 第17号住居址出土土器観察表

挿図
器種 法盈 成形及び器形の特徴 調 整 備 考番号

口緑部短〈外反する。 内）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 回転実測 口緑部 1/3残存、

(23. 4) 
胴部はわずかにふくらむが、長胴を呈 外）口緑部ヨコナデの後、胴部縦位のヘラケズリ N•l2·56·79 

(15. 0〉
する。 胎土 長石・赤 ・白色粒子多岱含

50-I 甕 む。

焼成良好

色調 7.5YR7/4(にぷい橙色）
巻き上げ成形。 内）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 回転実測 口緑部 1/5残存、

(22. 2) ロ緑部短〈外反する。 外）口緑部ヨコナデの後、胴部縦位のヘラケズリ Nnl3・47・55 

甕
く10.9〉 ， 胎土砂粒多舜含む。

50-2 
焼成良好

色調 7.5YR7/4(にぷい橙色）
底部器肉厚＜、厚さが一定しない。 内）縦位のナデ関整 完全実測 N•4·6 · 9 

外）縦位のヘラケズリ 胎土 白色粒子少岱含む。

甕
く9.1) 焼成良好

50-3 
5. 0 色調 7.5YR 5/3(にぷい褐色）

内面に赤色顔料付泊。

ロ緑部短〈「く」の字状に外反し、頸 内）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラナデ 回転実測 口緑部 1/4残存
(10, 8) 部で肥厚する。 外）口緑部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ 胎土 白色粒子多益含む。

甕
く4.3) 焼成やや甘い。

50-4 
色調内面5YR1.7/l(黒色）

外面5YR3/l(黒揺色）

19, 0 
体部は内弯して立ち上がり、底部は偏 内）底部ナデ調整、口縁部ヨコナデ 完全実測 Nn34・42・50・52・87 

5.1 
平な丸底を呈する。 外）体部ヘラケズリの後、口縁部ヨコナデ 胎土 砂粒含まず非常に緻密

50-5 坪

゜
焼成良好堅緻

色調 7.5YR7/4(にぷい橙色）

(12. 4) 
体部内弯し、端部で外反する。底部丸 内）黒色処理 回転実測 口緑部 1/6残存

4. 5 
底。 外）口緑部ヨコナデの後、体部ヘラケズリ 胎土雲母少岱含む。

50-6 坪

゜
焼成良好

色調 IOYR 7 /3 (にぷい橙色）
坪部わずかに内弯して広がる。脚部柱 内）坪部黒色処理、脚部ヨコナデ 完全実測 Nu 2・3 

(15. 6) 状部は短〈、裾部で大き〈広がる。 外）坪部上半ヨコナデ、下半ヘラケズリ 胎土 雲母 1mm大の石粒 白色粒
6. 6 脚部柱状部縦位のヘラケズリ、裾部ヨコナデ 子多批含む。

50-7 高杯
9. 5 焼成良好

色調 7.5Y R 7 / 6 (橙色）
内）ロクロヨコナデの後、天井部ナデ調整 回転実測 口緑部1/3残存、

(23. 6) 外）ロクロヨコナデ（右回転） No43・51 

須恵器 <l. 5> 胎土密
50-8 

査 焼成やや甘い

色調 2.5Y 6/2 (灰黄色）

18)第18号住居址

遺構（第52図、図版十九）

本住居址はK区 ・L区境界付近、第10号トレンチ中央付近に位置し、全体層序第IV層上におい

て検出された。第24号土坑と重複関係をもち南壁の一部を破壊され、さらに、南東コーナー上面

を撹乱によって破壊される。また、南東コーナー付近を除き大半が調査区外であるため未調査で

ある。したがって、平面形態及び規模等については全く不明である。

覆土は三層に分割された。第 1層はローム粒子、パミスを多量に含む暗褐色土層で、本住居址

覆土の主体を占める。第 2層は黒褐色土層、第 3層はローム粒子を主体とする褐色土層で、いず

れも東壁下に僅かにみられるのみである。

確認面からの壁高は 8-22cmを測り、床面から比較的急傾斜で立ち上がる。壁溝は検出されな

かった。
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⑭) 

1 7.5YR3/3 暗褐色土層

ローム粒子 ・パミス多屈に含む。

粒子租＜、粘性 ・しまりなし。

2 7.5YR2/2 黒褐色土層

粒子祖く、枯性弱、しまりややあり。

3 7.5YR4/6 褐色土層

ローム主体。パミス・黒褐色土プロ ッ

クを含む。粒子祖く、粘性なし。

床面は地山第IV層を叩きしめて構築されて

おり、平坦で堅固な状態である。

火拠及びピット等の付属施設は前述したよ

うに、南東コーナー付近を除き住居址の大半

が調査区外であるため検出されなかった。

遺物の出土状況は弥生土器・土師器・須恵

器が混在して、覆土中より極く少量出土した

のみである。

2
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I
 ゜

(I : 4) 10cm 

第53図 第18号住居址出土土器拓影図

゜
標高705.54m
(1 : 80) 2m  

第52図 第18号住居址実測図

遺物（第53図）

本住居址からは弥生土器・土師器・須恵器が混在して出土しており、その出土量は極めて少な

い。そのうち図示し得たものは拓影図 2点のみである。

53-1は口辺部に櫛描波状文、53-2は口辺部に櫛描波状文、胴部に櫛描斜走文が施文された

後、頸部に櫛描簾状文 (2連止め）が施文される。 この他弥生土器には内面にハケメ調整、外面

に赤色塗彩の施される壺の胴部片と考えられる小片がある。土師器には甕・坪がある。甕には外

面にヘラケズリの施されるものとロク ロ成形によるものとがある。須恵器にはクロク成形による

壺の胴部片と思われる小片がある。

以上、本住居址は南東コーナー付近を僅かに調査したのみであ り、出土遺物も弥生土器・土師

器・須恵器が極く僅かに出土したのみであるため本址の所産期を決定する資料とはなり得ない。

したがって、 53-1・2に弥生時代後期的様相が認められるものの判然としない。 （三石）

19)第19号住居址

遺構 （第54図、図版十六）

本住居址はH区内、第 7号トレンチ北側に位置し、全体層序第IV層上において検出された。他
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遺構との重複関係はないものの、南

半部を撹乱により破壊され、さらに

壁体の上面各所を撹乱によって破壊

される。平面形態及び規模は北半部

が残存しているのみであるため不明

であるが、北壁長312cmを測り、隅丸

長方形を呈するものと考え られる。

覆土は北壁付近に残存しているの

みであるが三層に分割された。

確認面からの壁高は 2-52cmを測

る。床面から比較的緩やかな傾斜で

立ち上がり、平滑であるが堅固な状

態とは言い難い。壁溝は検出されな

ー
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I

I

I

I

I

I

I
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撹乱

I>: 
4
`
 

かった。

B B' 

麟I 7.5YR4/3 褐色土層 ローム粒子 ・パミス少祉含む。粒子粗〈、
粘性 ・しまりなし。 褐色土層

2 7.5YR4/4 褐色土吊 ローム粒子 ・パミス少塁含む。粒子やや粗く、

粘性 ・しま りなし。

3 7.5YR4/3 褐色土層 ローム粒子 ・パミス含む。粒子やや粗〈、粘性・

しまり なし。

4 7 .SYR 4 / 3 褐色土層 ローム粒子 ・パミス含む。炭化物少塁含む。粒

子祖〈、粘性なし。し まりあり。

5 7.5YR2/! 黒色土層 7.SYR 5/2(灰褐色）の灰をプロック状に含み

、焼土を少量含む。粘性 ・しまりなし。

標高707.OOm 
0 (1 : 80) 2 m 

床面は地山第IV層上にローム粒子

を主体とする褐色土を薄く埋め戻し

て構築されるが軟弱な状態である。

ピットは西壁南側直下より 1個検

出された。75X52cmを測る南北に長

い楕円形を呈し、深さは22cmを計測

する。覆土は炭化物を少量含む褐色

土層（第 4層）と灰 ・焼土を含む黒

色土層（第 5層）の二層に分割された。カマドは検出されなかった。

第54図 第19号住居址実測図

遺物の出土状況は極めて散漫であり、出土量は少ない。

遺物

本住居址からは土師器 ・須恵器 ・灰紬陶器が少量出土しているが、いずれも小片のため図示し

得たものはない。土師器には甕・坪があり、甕には肉薄で外面にヘラケズリの施されるものとロ

クロ成形による小型品がある。坪は内面に黒色処理されるものが主体を占める。須恵器には甕・

坪 ．蓋があり、坪は底部回転糸切りのまま未調整のものと回転糸切りの後、高台が貼付される高

台付坪がある。蓋はかえりを有さず端部で屈曲する。灰紬陶器は口縁端部でわずかに外反し、碗

と思われるが小片のため明確ではない。

以上、本住居址の所産期は平安時代前葉と考えておきたい。
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A
 

馴瓢／
1 7 .SYR 3 / 2 黒褐色土層 ローム粒子 ・バミス僅か

に含む。枯性なし｀しまりあり。

2 7.5YR3/3 暗褐色土層 ローム粒子多最に含む。

バミス少屈含む。粒子粗く、枯性 ・

しまりなし。

標高706.00m
O (1 : 80) 2 m 

第55図 第20号住居址実測図

20)第20号住居址

遺構（第55図、図版十九）

本住居址はK区内、第10号トレンチ北端部

に位置し、全体層序第IV層上において検出さ

れた。他遺構との重複関係はないものの、大

半が撹乱によって破壊されており、北西コー

ナー付近が検出されたのみである。したがっ

て平面形態及び規模は全く不明である。

覆土は二層に分割された。第 1層は黒褐色

土層で覆土の大半を占める。第2層は暗褐色

土層で西壁下の壁溝内に充填される。

確認面からの壁高は19-28cmを測り、床面

から比較的緩やかな傾斜で立ち上がる。壁溝

は西壁下より検出された。溝幅14-36cm、深

さ12-18cmを測る。また北西コーナー下には

68 X 102cmの不整形を呈し、深さ 5-17cmの

落ち込みが存在し、壁溝はこの落ち込みに至る。

床面は地山第IV層を利用して構築されており、比較的堅固で平坦な状態である。

カマド・ピット等の付属施設は先述したように、北西コーナー付近のみの調査であるため検出

されなかった。

遺物の出土状況は弥生土器・土師器・須恵器が極く少量覆土中から出土したのみである。

遺物（第56図）

~-
..,, 
゜

(1 : 4) 10cm 

本住居址からは土師器 ・須恵器が極く少量出土し

ている。土師器の器種には甕．杯があり、須恵器に

は坪．蓋がある。そのうち土師器坪 (56-1)が1

点図化できたのみである。56-1は口縁端部で僅か
第56図 第20号住居址出土土器実測図

第19表 第20号住居址出土土器観察表

闘 器種 法埜 成形及び器形の特徴 詞 整 備 考

体部わずかに内弯し、端部で外反す 内）黒色処理 回転実測、口縁部 1/5残存

(17. 4) 
る。 外）ロクロヨコナデ 胎土茶色粒子少量含む。

焼成良好
56-1 坪 <3. 8> 色調内面5Y4/l (灰色）

外面lOYR 7 / 4 (にぶい

黄橙色）
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に外反し、内面に黒色処理が施される。その他の土師器坪も内面に黒色処理されるものが主体と

なる。甕は肉薄で外面にヘラケズリが施される。須恵器坪の底部は回転糸切りのまま未調整であ

る。蓋は細片のため全体の形状は不明であるが、内面にかえりを有さず端部で屈曲する。

以上、本住居址の出土遺物は全て破片資料であり、出土量も極めて少ないため明確ではないが、

平安時代前葉の様相を呈しており、これをも って本住居址の所産期としたい。

第2節特殊遺構

1)第 1号特殊遺構

遺構・遺物（第57図、図版二十一）

本址はA区内、第 1号トレ ンチ東寄りの調

査区南部に位置し、全体層序第IV層上で確認

された。他遺構との重複関係はないが、南部

を道路により撹乱されている。

平面プランは径330cmの南北にやや長い円

形を呈すると思われ、断面形は浅い皿状に落

ち込んでおり、確認面からの最深度は31cmを

測る。

出土遺物には弥生土器・土師器・須恵器の

小片があるが、これらは流れ込みの可能性が

高く、平面プラン中央付近に炭化物が多量に

検出され、現代の炭焼き用の掘り込みの可能

性が高い。 （高村）

2)第 2号特殊遺構

遺構 （第58図、図版二十一）

本址はH・I区境界付近、第7号トレンチ

北側に位置し、全体層序第IV層上において検

（三石）

ーヽ
悦 乱

ーー

A' 

1 JOYR2/1 熱色土層
ローム粒子・焼土粒子少屈含む。粘性弱〈．
しまりあり。

2 IOYR3/2 黒褐色土層
ローム粒子多薩に含み、径3mm程度の炭化粒
子少飛含む。 粘性弱〈、しまりあり。

3 !OYR 7 / 4 にぶい賀褐色土層
ローム粒子 焼土粒子少批含む。粘性あり、
しまりなし。

4 7 SYR 3 I 2 黒褐色土眉
ローム粒子・焼土粒子少湿含む。径5-8mm 
程度の小荘を含む。粘性なし、しまりあり。

5 !OYRS/3 浅賀橙色土層
径5mm程度のローム粒子をプロック状に含む。

標高71160 m 

゜
(1 . 80) 2m 

第57図 第1号特殊遺構実測図

出された。他遺構との重複関係はないものの、東側上面を撹乱によ って破壊され、さらに東壁は

現道下のため未調査である。したがって平面形態及び規模は南北長258cmが計測されるのみで、
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瓢三A
1 7.5YR3/3 暗褐色土府 ローム粒子・パミス備かに含む。

粒性・しまりなし。

2 7.5YR3/2 暗褐色土層 ローム粒子・ パミスを少祉含むが、

1層より少ない。粘性・しまりなし。

3 7.5YR4/3 褐色土府 ローム粒子多他に含む。粒子粗く 、

粘性 ・しま りなし。

4 7.5YR3/2 暗褐色土層 ローム粒子・ パミス含む。粘性なし、

しまりあり。

゜
標高707.93m
(1 : 80) 

@ 

2m 

第58図 第2号特殊遺構実測図

隅丸長方形を呈すると考えられる。

覆土は四層に分割され、自然堆積の

状況を示している。第 1・2層は暗褐

色土層で、中央付近にレンズ状に堆

積している。第 3・4層は北壁下にお

いてのみ認められ、第 3層が褐色土層、

第4層が暗褐色土層である。

確認面からの壁高は12-37cmを測り、

底面から50゚ 前後の緩やかな傾斜で立

ち上がり、南西コーナー付近は約20'

と特に顕著である。

底面は地山第IV層をそのまま利用し

て構築されるが軟弱な状態である。

ピット等の付属施設は検出されなかっ

がし一 〇

遺物の出土状況は土師器・須恵器が

覆土中より散漫な状態で出土している。

鉄製品59-1は中央底面より出土した。

I I 

ヱニこごう
I I 

V O 1 

。(1:3) 5cm 
. . 

遺物 （第59図、図版三十五）

本址からは弥生土器・土師器・須恵器・鉄製品が極めて少量出土して

おり、このうち図示し得たのは鉄製品 (59-1) 1点のみである。59-

1は刀子の茎部と思われる。背関がみられるが刃関のない片関の刀子で

第59図第 2号特殊遺構
出土土鉄製品実測図ある。残存長3.6cm、茎部長1.9cm、茎部幅0.6cmを測る。

土師器・須恵器とも細片が多〈、器形のわかるものは存在しない。土師器の器種には甕・坪が

あり 、甕は外面にヘラケズリが施される。坪は全て内面に黒色処理され、底部の調整は回転ヘラ

ケズリによるものが1点である。その他、高台付坪が1点存在する。須恵器には甕・坪があり、

甕には外面に平行叩きが施され、内面に同心円弧文のみられるものもある。坪には底部回転糸切

りのまま未調整のものと、回転ヘラケズリの施されるものとがある。

これらの出土遺物はいずれも細片で、本址の時期決定の根拠とはなり得ず、性格及び所産期は

判然としない。

（三石）
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3)第3号特殊遺構

遺構（第60図、図版二十二）

本址はL区内、第10号トレ ンチ南端部に位

置し、全体層序第1V層上において検出された。

第29号土坑と重複関係をもち、底面の一部を

破壊される。また、西半部は撹乱により底面

近〈まで破壊されている。さらに、南端部の

極く一部が検出されたのみであるため、平面

形態及び規模は全く不明である。

覆土は三層に分割された。第1・2層は黒

褐色土層で、第 3層はローム粒子を主体とす

る明褐色土層である。

確認面からの壁高は 0-32cmを測り、底面

からの立ち上がりは緩やかである。

底面は地山第IV層をそのまま利用し、おお

むね平坦であるが軟弱な状態である。ピットは 1個検出された。40X 21cmの長方形を呈し、 31cm

/ふどり

A
 

A' 

1 7.5YR2/2 黒褐色土層 径1cmの小礫を含む。

粘性なし。しま りややあ り。

2 7.5YR3/2 焦褐色土附 ローム粒子 ・ロームプロッ

ク・パミスを含む。粘性な

し。しまりややあり。

3 7.SYRS/6 明褐色土層 明褐色のロームを主体とし、

7.SYR 3/3の明褐色土が

少量混入。粒子祖く、粘性 ・

しまり なし。

標高704.45m
0 (1 : BO) 2 m 

第60因 第3号特殊遺構実測図

の深度を有する。

遺物の出土状況は弥生土器・土師器・須恵器・灰釉陶器が極めて少量出土したのみである。

遺物

本址からは弥生土器・土師器・須恵器・灰釉陶器が少量出土しているが、いずれも細片であり

図示し得たものはない。弥生土器には壺があり、外面に赤色塗彩されたものと頸部に櫛描横走文

の施文されたものがある。土師器にはロクロ成形による坪があり、須恵器には外面に平行叩き目

文の見られる甕とロクロ成形による坪がある。灰釉陶器は 1片のみである。

これらの出土土器はいずれも細片で、本址の時期決定の資料とはなり得ず、また、遺構の全容

を把握することができないため、性格及び所産期は不明である。 （三石）

第 3節土坑

本遺跡からは総計29基の土坑が検出されているが、出土遺物等からその性格及び所産期を推定

し得るものは少ない。各土坑の規模・形態等については第21表森下遺跡土坑一覧表に記した。調

査区内での土坑の分布はC・D区、 1-L区の二か所に集中する傾向が認められる。平面形態は
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円形または楕円形を基本とするが長方形のものも存在する 。 断面形は逆台形状• 「U」字状 ・皿

状等を呈し、テラスを有するものも存在する。ここでは、そのうち主なものについて簡単にふれ

ておくことにする。

R ~A'~ 

~nii万 ~
A 

ムプロソク

ヽ 洩令硲1''：焼土

" " A 

贔囀疇．
2 /i ［ 

A冒菫曇筐冒黒褐色土層

焼土粒子

1 IOYR2/3 ~ 粘性弱く、

土層ローム粒子 ・ まりあり。

小礫少瓦含む。

1 暗褐色 む粘性なし。し • し

しまりあり。

少椛含 。•粒子少批含む。粘性
暗褐色土層

明褐色土層 焼土

2 IOYR 3 / 3 枯性t・ く

2 まりなし。 ロック ・焼土プロソ

小礫少湿含む。 J. 

府 ロームプ 含む粘

サラサラしている。

暗褐色土 ~i後の小礫少藷 。．径5mm即
標高70926m 

ク まりあり。
性なし。し 標高71140 m ゜

(1"60) 1 m 

DI 

A@) A R 
調査区外

撹乱

~A ~ 
~~· 

し

ド

標高710.20m

こ J:60)__l.,m 

D3 

,'調査区外 :う

~gr: 
I —- ~ 

1嗣疇ロームプロック ・パミス
多乱に含む。粘性 ・しま

りなし。

標高710.90m

Q (l'.60) 1 m 

D6 

0 (1 : 60) 1 m 
' . 

D2 

調査区外
--

A 
,'  

ーし1ダう

＇ I 

6-_ し調査区外 ＇ 

て三］
I A'. ~ 

A A' 

直

“ I 7.5YR3/4 暗褐色土層

ローム粒子 ・ロームプロック ・

バミス多屈含む。粒子粗く、粘

性・しまりなし
゜

標高710.90m

9 0:60) 1 rn 

D4 

A
l
 

I 7.5YR3/2 黒褐色土層

ローム粒子 ・バミス含む。

粘性 ・しまりなし。

標高710.30m

こ I:60)___.l.,m 
D5 

調査区外 ~ う

~~ 
A
 

A-

疇

Al 

蝕1 : 60) 1 m ． ．  
D8 

A
-

A-

- 調査区外

こ
I
-]

2

旦
1 7.5YR3/3 暗褐色土層

ローム粒子 ・パミス含む。

粘性 ・しまりなし。

2 7.5YR5/3 にぶい褐色土層

粒子粗〈、粘性 ・しまりな

し。

3 7.5YR3/4 暗褐色土層

パミス含む。粘性・しまり

なし．

標高710.90m 
0 (1 : 60) 

lm 

D7 

第61図 第1-10号土坑実測図
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1 7.5YR4/3 褐色土層

褐色土を主体とし、黒褐

色土(7.5YR2/2)をプ

ロック状に含む。粘性な

し、しま りあり。

標嵩707.00m

Q (1:60) l_m 

D9 

撹乱

A~ 

D10 

1 7.5YR4/3 褐色土層

粒子細か〈 、粘性なし

しまりあり。
楳高707.00m

0 (1 : 60) 1 m 



二三};_@
A 
調`査区外
--・};_ 

I 

. rn麟土屑
ローム粒子 ・パミスわずかに含む。

粘性 ・しまりなし。

2 7.5YR2/1 黒色土附

ロームプロック含む。粒子細かく、

粘性 ・しまりなし。
標高707.20m

O (1 : 60) 1 m 

D11 

A- A-

1 7.5Y R 3/3 暗褐色土阿

粒子祖く、枯性 ・しまりなし。

2 7.5YR4/3 褐色土附

パミス（径10mm前後）少凪含む。

粘性 ・しまりなし。

3 7.5YR4/6 褐色土附

ローム粒子 ・パミス 多屈に含む。

粘性 ・しま りなし。

標高706.40m
0 (1 : 60) 1 m ,．  

外区査調ヽヽ``-

ヽ

‘
`
 

‘,1,
＇’、ゞ

A-

3
 
H
 

A-

1 7.5YR3/3 暗褐色土府

ローム粒子 ・パミス含む。

粘性なし、しまりややあり。

R 

A-

⑭) □ :----_. 
~ 
1 7.5YR3/3 暗褐色土府

ローム粒子 ・パミス含む。

粒子やや細かく、枯性 ・しまりなし。

標裔707.20m

O (1:60) 1 m 
. 'D12  

A
-

栖高706.60m

Q (1:60) l_m 

1 7.5YR3/4 暗褐色土府

ローム粒子 ・パミス多批含む。

粒子粗く、粘性弱〈、しまりあり。

2 7.5YR3/2 黒褐色土層

ローム粒子 ・パミス多紐含む。粒子

やや祖〈 、粘性弱く、しまりあり。

乱

ざA
-

標高706.50m

Q (1:60) 1「m

D15 

D14 

第62図

遺構 （第61-65図、図版二十三～二十五）

第1号土坑はC区内、第 2号トレンチ中央付近に位置する。

第11-15号土坑実測図

田切り地形（第 1号溝状遺構） カゞ

落ち込む北方において検出された。平面プランは長軸長100cm、短軸長65cmの楕円形を呈し、長

軸方位はN-40°-Wを示す。

第2号土坑はB区内、第 1号トレンチ北西部に位置する。129X 80cmの楕円形を呈し、 18cmの

深度を有する。長軸方位はN-74°-Eを示す。覆土は三層に分割され、第 1層は暗褐色土層、

第2層は明褐色土層、第 3層は暗褐色土層で焼土がブロ ック状に混入している。遺物は第 2・3
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@ 
調査区外

[
 
悦乱

A Ji' 

7,7~ 量

A I I 

‘ 
I f;__ 

A .t;__ 

-

m 
ク

1 7.5YR3/2 焦褐色土層

ローム粒子 ・バミス多批含む。

粒子細かく、粘性 ・しまりなし。

標和706.30m
O (1 : 60) 1 m ~. 

D 16 

D20 

1 7.5YR2/2 黒褐色土層

ローム粒子、パミス少泣

含む。粒子細かく、枯性

なし。しまりややあり。

2 7.SYR 3/4 暗褐色土府

ローム粒子、ロームプロ

ソク含む。粘性、し まり

なし。

3 7.5YR2/1 黒色土屑

ロームプロ ック含む。粒

子細か〈、枯性弱〈、し

まりなし。

標芯706.50m
O (1 : 60) 1 m 
. . 

•1.1

,'

.~~ 

L
'
.
'

，

9

9

’
~
~

~

し

1
1
1
1

＼
ー
｛

ー

，
．，ー
・

~

l

I

I

'

：
~
．
~
'
冒

し
・

~
~
9
~

•

:0 A-
A-

翫

@ 

1 7.SYR 2/2 黒褐色土層

ローム粒子 ・バミス少批含む。

焦色土プロック含む。粒子細か〈．

粘性・しまりなし。

標高707.30m
0 (1 : 60) 
~ 

~ 
lm 

D17 

A□尺
~~~ 

標高705.24m
O (1 : 60) 1 m ．．  

D22 

，， 
~-- 調査区外

A --- ロームプロ ック

ー、ロームプロック 3 ' 
A' 

'~ J-
1 

I 7.5YR 3/3 暗褐色土府

パミス少屈含む。粘性 ・しまりなし。

2 7.5YR 3/3 暗褐色土層

ローム粒子・パミス ・炭化物多嚢に含

む。枯性 ・しまりなし。

3 7.5YR4/4 褐色土展

ローム主体。粒子粗く、粘性なし。

4 7.5Y R 3/3 暗褐色土層

ロームプロ ック ・パミス少派含む。

粘性 ・しまりなし。

A-

(¥、 ④

OD: 
A- A-

麟 8

I 7.5YR3/4 暗褐色土層

ローム粒子 ・バミス少塁含む。

粒子粗〈、枯性、しまりなし。

2 7.5YR3/3 暗褐色土層

ローム粒子・ バミス多爵含む。

粒子粗＜、粘性 ・しまりなし。

標高706.40m
0 (I : 60) 1 m 
' .  

D19 

標店706.40m
O (1 : 60) 1 m 

D18 

第63図 第16-20・22号土坑実測図
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I 

し』
1 7.5YR 3/3 暗褐色土層

ローム粒子・パミス少嚢

含む。粘性、しまりなし。

標高706.00m
O (1 : 60) 1 m 

D21 
D23 

I 7.5YR3/2 黒褐色土層

ローム粒子・パミス少豆含む。

粒子やや粗〈｀粘性 ・しまりなし。
2 7.5YR 3/4 暗褐色土層

ローム粒子 ・バミス少祉含む。

粒子祖＜、粘性 ・しまりなし。

3 7.5YR 4/6 褐色土層

ローム主体。パミス・黒褐色土含む。

粒子粗く、粘性 ・しまりなし。

④ 

―ila- _cg 
I 7.5YR 3/3 暗褐色土層

ローム粒子・パミス少足含む。粒子細か〈、

枯性弱〈、しまりややあり。

2 7.5YR4/6 褐色土層

ローム主体。バミス多泣含む。

褐色土を基調とし、黒色土が帯状に堆積する。

粒子粗〈、粘性 ・しまりなし。

標高705.30m

0 (1 : 60) 1 m 

~Q) K R 

瓢疇
1 7.5YR2/1 黒色土層

粒子細かく、

粘性弱。

2 7.5YR3/2 

黒褐色土層

粒子祖〈、粘性

なし。

゜
標高704.80m
(I : 60) 1 m ' . 

D26 

R

A

-

A

 0
2
 

9A-

査調

ローム粒子・ロームプ

ロック・バミス多量に

含む。

0 ( 
標高704.BOm
I : 60) 1 m 

~ 
~ 

標高705.40m

0 (1 : 60) 1 m ． ，  

.A :' 調査区外 、, @ 

~ 
,t;_ 

A
-

A
-

ー

1 7.SYR 2/2 黒褐色土層

バミスわずかに含む。 1 7.5YR2/1 黒色土層

粘性弱く、しまりやや 粒子細かく、粘性弱く、

あり。 しま りあり 。

2 7.5YR2/2 黒褐色土層 2 7 .SYR 3 / 3 暗掲色土層

D24 

A□ f~ 
A A' 

翫
I 7.5YR 2/3 極暗福色土層

ローム粒子 ・パミス微屈

含む。粒子細か〈、枯性

しまりなし。

ローム粒子多黛含む。粘

性弱く、しまりあり。

標高704.BOm
q (1 : 60) 1 rn 

D28 

標高705.!0m
O (1 : 60) 1 m ． ， 

D25 

D27 

第64図第21・23-28号土坑実測図

層、焼土中より出土している。出土土器の内外面には粘土の付着が著しく、また焼土が混入して

いることから住居址のカマドの可能性も考えられるが断定はできない。

第7号土坑はD区内、第 5号トレンチ中央付近に位置し、西半部は調査区外のため未調査であ

る。上面を第 7号住居址によって破壊されており、残存値で50X60cmの円形を呈し、 56cmの深度

を有する。今回、土坑としたが柱穴址と考えられる。
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A-

ィ，
A
-

II'>
A
-

A

-

1 7.5YR2/2 黒褐色土層

径0.5-lcm大の小礫を含む。

粘性なし、しまりあり。

2 7 .5YR 3 / 3 暗褐色土層

ローム粒子多盈含む。粒子粗

〈、 枯性なし、しまりあり 。

標高704.45m
0 (1 : 60) 1 m 
' ' 

第65図第29号土坑
実測図

~ ~ 

~ 

゜
(1 : 4) 10cm ~ 
第66図 第2号土坑出土土器実測図

第20表 第2号土坑出土土器観察表

罪 暉 法旦 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

体部内弯して立ち上がる。 内）黒色処理 完全実測、口緑部 1/2残存、

底部回転糸切り後、周緑手持ちヘラケ 外）ロクロヨ コナデ Nn 3・4 
14. 4 
ズリ。 胎土 白色粒子少量含む。

66-1 坪 4. 2 焼成やや良好

6. 6 色開 lOY R 7 / 4 (にぶい賀橙

色）

体部直線的に外傾する。 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測、口縁部1/3残存、

(12. 6) 
底部回転糸切り。 Nn 1・2 

須恵器 胎土 白色粒子僅かに含む。

66-2 
坪
3. 6 焼成良好
(6. 2) 内外面火欅あり

色調 7.5Y5/2(オリープ灰色）

底部回転糸切り。 内外面 ロクロヨコナデ 回転実測、底部2/3残存、No5 

須恵器
胎土 黒 ・白色粒子少量含む。

66-3 
坪
く2.6〉 焼成良好

(7. 2) 内外面火欅あり

色調 JOY 6/1 (灰色）

(16. 4) 
内外面ともロクロヨコナデ、天井部外面回転ヘラ 回転実測、口緑部1/5残存、No6 

須恵器 ケズリ 胎土 白色砂粒微lii:含む。密
66-4 

藍
<2. 3) 焼成良好

色調 SYS/! (灰色）

]声、 1

゜
(I : 4) 10cm 

第67図第19号土坑
出土土器実測図

遺物（第66-68図、図版三十三）

第 1号土坑からは馬骨 ・馬歯・土師器 ・須恵器があるが、土器は小片

で流れ込みの可能性が高い。馬骨 ・馬歯が出土しており、土坑の断面形

などから馬の骨を埋めるために掘ったものではないかと考えられるが、

その所産期については言及できない。

第2号土坑からは土師器坪 (66-1)、須恵器坪 (66-2・3)、蓋 (66-4)が出土している。

1は底部回転糸切りの後、周縁部手持ちヘラケズリ、 2・3は回転糸切りのまま未調整である。

4はかえりを有さず、天井部に回転ヘラケズリが施される。これらの土器から本土坑の所産期は
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第21表森下遺跡土坑一覧表

平面プラン

遺構名 検出位置 長軸方位 深 さ 備 考
形 態 長軸長 短軸長

DI C区2トレ 楕円形
cm cm N-40"-W  cm 馬歯 ・馬骨出土100 65 23 

D2 B区1トレ 楕円形 129 80 N-74"-E 18 

D3 D区5トレ 円形 76 68 21 

D4 D区5トレ -s 
ヽ

17 西半部調査区外

D5 D区5トレ 円形 56 54 20 

D6 D区5トレ 28 西半部調査区外

D7 D区5トレ 56 西半上部面調査区ら外、 柱穴?H 7 
に を切れる。

D8 D区5トレ 榜円形 68 57 N-18'-W 19 

D9 1区7トレ 悶丸長方形 <104〉 <59〉 N-1 "-E 37 

DlO 1区7トレ 楕円形 137 (86〉 N-27'-E 22 

D11 1区7トレ 44 南半部調査区外

D12 J区7トレ （楕円形） く136〉 22 南ら側調査区外Hl3に上面を切
れる。

D13 J区7トレ 18 M5に西半部を切られる．

D14 J区9トレ 42 北側調査区外

D15 J区7トレ 円形 116 113 30 

D16 J区7トレ （楕円形） 22 

D17 J区7トレ 不整形 98 76 30 

DIS J区9トレ 円形 <178> <165) 50 

D19 J区9トレ 円形 144 く136) 50 D18に切られる。

D20 k区10トレ 48 北側大半調査区外．

D21 k区10トレ （榜円形） 80 53 

D22 k区10トレ 榜円形 88 68 N-68"-E 38 

D23 k区10トレ 榜円形 (136〉 (90) N-16"-W  62 

D24 L区IOトレ 楕円形 124 98 N-69"-E 59 

D25 L区10トレ 楕円形 <93) く70) N - 4 • -E 22 M6に切られる。

D26 L区10トレ 円形 84 80 26 

D27 L区10トレ 円形 60 56 26 

D28 L区10トレ 43 北側調査区外

D29 L区IDトレ 36 北側調査区外
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第22表 第19号土坑出土土器観察表

挿図
器種 法益 成形及び器形の特徴 調 整 備 考

番号

焼成前の穿孔が一孔有り。 内）ナデ調整 完全実測

つまみ部 外）ナデ調整の後、ヘラミガキ 胎土 白色粒子、 砂粒を多茄含む。

67-1 蓋
3, 6 焼成良好

(!, 9〉 色調 5YR4/4 (にぷい赤褐

色）

'' 

／ ／ 
.,. , , .. ..ふ..... ., ... ,e. ,.・り'..<,,が善,,., . ・n_,,、1,た.や．.竺.,.・,ヽ,．-．．, ・-クヽ-.;:..~.. ．合．づ-ぐ:裟,ー・ . ,/3 

I I 2 D 19 

D14 

D10 

゜
(1 : 4) 10cm 

第68図 第10・14・19号土坑出土土器拓影図

奈良時代末から平安時代初頭と考える。

第19号土坑からは弥生土器が出土しており、蓋 (67-1)の他、赤色塗彩の施された壺・櫛描

波状文の施文された甕がある。 67-1は蓋のつまみ部で、中央に焼成前の一孔を有する。また、

68-3は縄文を地文とする弥生時代中期の壺の胴部片と考えられる。本土坑からはこの他、土師

器・須恵器が混在して出土しており、所産期を決定する資料とはなり得ない。

この他、第 9・ 10・14・15・16・17・18・22・24号土坑より縄文土器・弥生土器・土師器・須

恵器が出土しているが、いずれも所産期を決定し得る資料とはなり得ず、性格・所産期とも不明

である。

（高村・三石・助川）

第 4節溝状遺構

遺構（第69-74図、図版二十五・ニ十六）

本遺跡からは総数で6条の溝状遺構が検出された。このうち第 1-3号溝状遺構は自然流路で

あり、特に第 1号溝状遺構は北東方向からのびる田切り地形の末端部分である。また今回行った

調査が道路拡幅に伴うものであり、調査区の幅が非常に狭少であるため、極く一部が検出された

のみであり、遺構の全容を把握できたものはない。

第 1号溝状遺構は、第 1・2・6・8・9号トレンチ内において検出され、ほぼ今回の調査区
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13 一三、 5

B' 鵬
1砂層

，径5~20mm大の小礫含む。

2 7.5YR3/3 暗褐色土層

砂粒含む。しま りあり。

3 7.5YR4/2 灰褐色土層

砂をプロック状に含む。

粒子細か〈、しまりなし．

4 砂層

径5~20mm大の小礫含む。

5 7.5YR3/4 暗褐色土府

ローム粒子 ・ロームプロ

ック ・砂含む。

粒子細かい。

6 7.5YR4/4 褐色土眉

ローム主体。

7 IOYR4/4 にぶい黄褐色土層

粒子非常に細かい。

8 IOYR4/4 褐色土層

粒子の細かい砂層。

9 7.5YR3/3 暗褐色土層

ローム粒子わずかに含む。粒子細か〈、粘性弱い。

10 IOYR 3 / 4 暗褐色土屑

粒子の細かい砂層。8層より細か〈、 7層より祖い。

II 砂 府 20~40mm大の小礫を多位に含む。

12 7.SYRS/4 にぷい褐色土府

地山の明褐色土を主体とし、砂を多筵に含む。

粒子粗〈、粘性な し。しまりあり。

13 砂 層 4層に比ぺやや細かい。しまりなし．

襟高710.50m
0 (1:100) 2.5m 

第70図 第2号溝状遺構実測図
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査

区

外

~1 ざ

直冒
視

乱

直-—且
標高705.44m
o (1 : 100) 2 m 

g
 1 7 .SYR 2 / 3 極暗褐色土屑

ローム粒子 ・バミス少拭含む。

粘性 ・しまりなし。

2 7.5YR3/4 暗褐色土層

ローム粒子 ・パミス僅かに含む。

粒子やや租＜、粘性なし、しまり

あり。

゜
(1 : 150) 5 rn 

第71図 第6号溝状遺構実測図

に沿って存在すると考えられるが、底面まで確認された部分はなく、溝幡及び深さは不明である。

c区と J区における確認面の比高差は約3.2mを測り、最も深い I. J区における深さは約 lm
を計測する。

第2号溝状遺構はC区内、第5号トレ ンチ北端部に位置し、第4号溝状遺構に破壊される。検

出長6.9m、深さは60-70cmを測る。覆土は砂利層を主体とするものである。

第3号溝状遺構はA・B区内、第 1号トレンチ北東側に位置する。第4・5号住居址と重複関

係にあり両住居址に破壊される。平面形状はA区第 5号住居址北東側の撹乱により南西方向に始

まり、第 5号住居址近くで幅が250cmと最も広 くなり、第 4号住居址の西側、北西に向きを変え

るあたりで60cmと最も狭 くなる。そのまま南西方向に直線的に調査区外へと続いている。覆土の
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1 褐色土層 JZf 2 -3 mm程度の橙色粒子を少址含む。
粘性なし・しまりあり。

暗褐色土府 f62-3mm程度の橙色粒子を少盈含む。

枯性弱〈、しまりあり。

明褐色土層 JZf 1-3 mm程度の橙色粒子を少祉含む。
枯性弱く、しまりあるが1層より劣る。

4 明褐色土府 JZf 1 mm程度の橙色粒子を少屈含む。
粘性なし ・しまりあり。

5 灰褐色砂礫層Jlfl-2cm、JZf5cm程度の礫を含む。

第 4号溝状遺構実測図第73図

I~ 

A' 1/ A 

調査 ' ' 

ヽ I 

=: /-11/11/ 髯''“' I[ 

屁＼！ ¥ I 

止 B'）` B 
I 

(:p, A'、、 調査区外 、， A' 
- -- "— 

1 灰褐色砂荘層 % 1 -3cm程度の礫を含む。

2 明褐色土層 f" 1 mm程度の黄色粒子を含む。
/2f 1 cm位の黄褐色土プロックを含む。

暗褐色土層 7f2 ~ 3mm程度の橙色粒子を含む。 2層と
同様に黄褐色土プロソクを含むが2層よリ

少ない。

4 明褐色土層 厄1mm程度の橙色粒子、白色粒子を含む．

粘性なし ・しまりあり。

黄褐色土府 %1-2cm程度の礫を含む。

粘性 しまりなし。

6 灰褐色砂礫層 %2 ~ 3cmの礫を多く含む。

標高712,00m
0 (1 : 100) 2 m 
. ' 

も

撹乱 ／ 

A A' 

, , srnca極暗-~、2 cm大の小礫を含む。ローム粒子

値かに含む。枯性 ・しまりなし。

2 7.5YR2/2黒褐色土層 ローム粒

子・ロームプロック少祉含む。粘

性なし。しまりややあリ
標゚高711.00m。(1:100) 2_5m 

1 7.5YR3/2 黒褐色土附

ローム粒子 ・パミス少

盈含む。径1cm前後の

小要を含む。枯性 ・し

まりなし。

2 7.5YR2/3 極暗褐色土層

ローム粒子 ・ロームプ

ロック・パミス多批に

含む。粒子粗〈、枯性

• しまりなし。

標嵩707.20m
0 (1:100) 2.5m 

第74図 第 5号溝状遺構実測図

,," 
/ l:Q 

゜
(1 : 150) Sm 

第72図 第 3号溝状遺構実測図
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状態から水が流れていたものと考え られ、その平面形状・断面形状等と考え合わせると自然流路

の可能性がある。

第 4 号溝状遺構は C 区内、第 5 号トレンチ北端部に位置し、第 6 号住居址• 第2号溝状遺構を

切る。溝幅は85-160cm、深さは62cmを測る。底面から垂頂に近い急傾斜で立ち上がるが、南側は

徐々に緩やかな傾斜となる。

第5号溝状遺構はJ区内、第 7・9号トレンチより検出され、第13号土坑を切り、中央付近を

撹乱により破壊される。検出長8.6m、溝幅56-148cmを測り、溝底は南方に向かってレベルを低

下させ、北端部と南端部の比高差は30cmを測る。

第6号溝状遺構はK・L区内、第10号トレンチより検出され、第24・25号土坑を切る。また、

北側は調査区外であり、南側は撹乱により破壊される。検出長762cm、溝幅50cm前後を測り、南

に向かって徐々にレベルを低下させ、比高差は47cmを測る。

遺物 （第75-77図、図版三十四）

第1号溝状遺構からは弥生土器・土師器・須恵器が混在して出土しているが、図化し得たもの

はない。弥生土器には赤色塗彩の施された小片と櫛描文の施文された甕がある。土師器には口縁

部が「コ」の字状を呈する甕、内面に黒色処理される坪、高台付坪などがある。須恵器には底部

回転糸切りの坪などがある。

□□ 
3
 

~ □□ ~-=口~6
O (1 : 4) 10cm 

第75図 第2号溝状遺構出土土器実測図
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第23表 第 2号溝状遺構出土土器観察表

闘 器種 法筵 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

8, 0 
内）赤色塗彩 完全実測

器台 外）赤色塗彩 胎土細砂粒多埜含む。
75-I 

(?) 
〈5,0〉

焼成良好

色調 HVe、7.5R5/8 

ロ緑部外反し、器肉厚い。長胴甕． 内）口緑部ヨコナデ、胴部ナデ調整 回転実測、口緑部 1/4残存

(20. 2) 外）口緑部ヨコナデの後、胴部縦位のヘラケズリ 胎土 石英少紐含む、白色粒子多

75-2 甕 く8.7〉 森含む。

焼成良好

ヽ 色調 lOY R 7 / 6 (明黄福色）

口辺部と底部の境に明瞭な稜を有し、 内）口辺部ヨコナデ、底部ナデ調整 回転実測、口縁部 1/5残存

(11. 6) 口辺部は内傾する。 外）口辺部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 胎土 2 ~ 3 mm大の赤 ・白色粒子
75-3 坪 5. 7 底部は丸底を呈する。 を含む。

焼成良好

色調 7,5YR6/4(にぷい橙色）

12, 0 
口辺部と底部の境に明瞭な稜を有し、 内）底部ナデ調整の後、ヨコナテ鼻 完全実測、口縁部 1/2残存

口辺部は直立気味となる。底部は丸底 外）口緑部ヨコナデ。底部ヘラケズリ、指頭圧痕 胎土微砂多費含む。
75-4 杯 く4.5) 

を呈する。 あり 焼成良好

粗なつくり。 色調 !OYR7/4(にぶい賀橙色）

ロ辺部と底部の境に明瞭な稜を有し、 内）口辺部ヨコナデ、底部ナデ調整 回転実測、口緑部1/5残存

(13, 0) 口辺部は直立気味となる。底部は丸底 外）口辺部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 胎土 ~Imm以下の白色粒子少筵

75-5 杯 <4. 6〉 を呈する。 含む。

焼成良好

色調 IOY R 7 /6 (明黄褐色）

口辺部と底部の境に明瞭な稜を有し、 内）口辺部ヨコナデ、底部ナデ調整 回転実測、口緑部1/5残存

(13. 0) 口辺部は直立気味となる。底部は丸底 外）口辺部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 胎土砂粒少麓含む。

75-6 坪 (3_ 3〉 を呈する。 焼成良好

色調外） 10R3/4 (暗赤色）

内） lOYR 4 / 4 (褐色）

2
 ゜

(1 : 4) 10cm 

第76図 第 3号溝状遺構出土土器実測図

第2号溝状遺構からは

弥生土器・土師器・須恵

器 ・灰釉陶器が出土して

おり、弥生土器 1点、土

師器甕 1点 ・坪4点が図

示し得た。 75-1は内外

面とも赤色塗彩される。

器種は不明であるが器台

とも考えられる。

75-2は口辺部が短く

外反する長胴甕である。

75-3 -6は口辺部と底

部との境に明瞭な稜を有

する杯であり、古墳時代後期の土器組成中にみられるものである。

第 3号溝状遺構の出土遺物には縄文土器 ・弥生土器 ・須恵器があるが、弥生土器の量が最も多

い。 76-1の縄文土器は、南西から北西に向きを変える最も幅の狭い地区内で出土したもので、
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第24表 第3号溝状遺構出土土器観察表
挿図 器種 法岱 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考
番号

括れの弱いキャリ バー形 (?) 内）箆状工具による祖いミガキ。磨滅著しい 回転実測、口緑部 1/5残存

(35. 4) 
隆帯により 口緑部無文帯と胴部文様帯 外） 胎土 白色系砂粒多費含む。

が区画される。 文）無節L縄文（縦位回転）を地文とし，鉤状の 焼成 良好
76-I 深鉢 (12. 0) 

上端を有する懸垂文を施文する。 色調 外）lOYR 5/3 (にぷい

黄掲色）

内）横位、斜位のヘラミガキ 回転実測、底部 1/2残存

外）縦位のヘラミガキ（剥離著しい） 胎土 白色粒子多塁含む。
76-2 斐 〈6,7> 

底部ヘラミガキ 焼成良好
(6. 6) 

I 色調 7.SYR 5/6 (明褐色）

ヽヽ
'' 

＼ 
告亨ぷ翌雪唸J・tl >'' 
M3 3 

I I 

ヽヽ '' M4 4 
1 

~ M3 

2 
(1. 4) 10cm 

M4 5 

第77図 第3 ・4号溝状遺構出土土器拓影図

縄文時代中期後半の加曽利系の深鉢口縁部である。76-2の弥生土器は最も幅の広い地区内の出

土で、甕の底部であり、内面に炭化物の付着が認められる。1・2とも磨滅・剥離が著しい。

第4号溝状遺構からは弥生土器・土師器が出土している。弥生土器には櫛描斜走文の施文され

る77-4と櫛描波状文の施文される77-5がある。この他赤色塗彩される壺 ・高坪の細片がある

土師器には外面にヘラケズリの施される甕がある。

第5号溝状遺構からは弥生土器 ・土師器 ・須恵器が出土しているが、図示し得たものはない。

弥生土器には赤色塗彩された細片があり、土師器には甕 ・坪の細片がある。

第6号溝状遺構からは土師器 ・須恵器が出土しているが、細片のため図示し得たものはない。

以上、これらの出土遺物は混在して出土しており、時期決定の根拠とはなり難いため、各遺構

の所産期は各々の重複関係から推定し得るのみである。第3号溝状遺構は第 5号住居址に切られ

ているため、古墳時代後期以前のものであり、第 4号溝状遺構は第 6号住居址を切っており、古

墳時代後期以降である。また、第 2号溝状遺構はこれよりも古いものであるが、第6号住居址と

の新旧関係は不明である。 （高村 ・三石）

第 5節 トレンチ出土土器及び表採遺物
（第78-81図、図版三十四 ・三十五）

トレンチ出土土器及び表採遺物のうち主なものを図示した。内訳は弥生土器1点 ・土師器13点、

須恵器5点、石製品 1点の計20点である。
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第78図 第 3・5・7号トレンチ出土土器実測図
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口

゜
(1 : 4) 10cm 

第79図 第11号トレンチ出土土器実測回

第25表 トレンチ出土土器観察表〈 1〉

挿区l
器種 法証 成形及ぴ器形の特徴 調 整 備 考

番号

底部回転糸切りであるが、非常に粗雑 内外面 ロクロヨコナデ 完全実測、 3トレ

な切り離し。 胎土 白色粒子少聾、粗い砂粒微

須恵器 混含む。
78-I 

坪
<2. 2> 

焼成良好
7, 5 

色調 2.5Y6/l (黄灰色）

火欅あり

偏乎なつまみ部を有する。 内）ロクロヨコナデ 完全実測、 3トレ

つまみ部
歪み著しい． 外）ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ 胎土 白色粒子多菰、黒色粒子少

塁含む。

78-2 
須恵器 2. 4 

焼成良好
蓋 2. 9 

内外面に火欅あり
16. 0 

色調 2.5GY 5/1 (オリープ灰

色）

脚部のみ。 内）柱状部ナデ調整、裾部ヨコナデ 完全実測、 5トレ

輪栢成形。 外）赤色途彩、柱状部縦位、裾部横位のヘラミガ 胎土 白色他微砂少筵含む。密

78-3 高杯 (15. 4) 「ハ」の字状に開き、端部でわずかに キ 焼成良好

(15. 0) 外反する。 色調 lOY R 7 / 4 (にぷい黄橙

色）

口緑部短く外反する。 内）口緑部ヨコナデ、胴部ナデ調整 回転実測、口緑部 1/5残存、

(20. 8) 外）口緑部ヨコナデ、胴部ヘラケズリの後ナデ調 5トレ

78-4 甕 <6. 7〉 整 胎土密で精選されている。

焼成良好

色調 7.5YR 5/6 (明褐色）

口緑部と底部の境に陵を有し、口辺部 内）口緑部ヨコナデ、底部ナデ調整 回転実測、 5トレ

(11. 6) は直立気味となる。 外）口緑部ヨコナデの後、底部ヘラケズリ 胎土微砂少蜃含み密で精選され

78-5 杯 3. 5 底部は丸底を呈する。 ている。

焼成良好

色調 7.5YR7/6 (橙色）

つまみ部は宝珠形を呈する。 内）ロクロヨコナデ 完全実測、 5トレ。

つまみ部 歪み著しい。 外）ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ 胎土 ¢1 mm前後の黒色粒子・¢

78-6 
須恵器 2. 8 1 mm以下の白色粒子多嚢含

蓋 4. 2 む。

15_ 6 焼成良好

色調 7.5Y 5/2(灰オリープ色）

体部内弯して立ち上がる。 内）横位の丁寧なヘラミガキ 回転実測、 7トレ

(13. 8) 底部回転糸切りの後、ヘラケズリ。 外）ロクロヨコナデ 胎土 白色粒子微塁•砂粒少費含

78-7 坪 4, 8 む。

6 0 焼成良好

色調 2.5YR5/8 (明赤褐色）

体部直線的に外傾する。底部回転糸切 内）黒色処理 回転実測、 7トレ

(14. 5) 
り。 外）ロクロヨコナデ 胎土 白色・砂粒含む。粒子のや

や粗い砂粒少鵞含む。
78-8 坪 4, 0 

焼成良好
7. 0 

色調 7.SY R 5 / 6 (明褐色）

外面火欅あり
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第26表 トレンチ出土土器観察表く2〉

挿図
器種 法量 成形及び器形の特徴 詞 整 備 考番号

ロ緑部わずかに内弯する。器肉薄い。 内）黒色処理 回転実測、底部1/2残存、

(15. 2) 
底部回転糸切り。 外）ロクロヨコナデ 7トレ

胎土 白色・茶色粒子少費含む78-9 鉢 5. 3 
焼成良好(6. 0) 
色調内）2.5Y 4/1 (黄灰色）

外）10YR5/8(黄褐色）
内）黒色処理 回転実測、口緑部1/6残存、

， 外）ナデ調整の後、横位のヘラミガキ 7トレ

(18. 3) 
ヽ 胎土 1.5mm大の赤色粒少屈含む

78-10 坪 4 1 
1 mm大の白色粒子多塁含

む。

焼成良好

色調 10YR6/4 (にぶい黄橙

色）

底部回転糸切り。 内）黒色処理 回転実il!I)、口緑部 1/3残存、
体部下位に「平」 （？）の字と判読不 外）ロクロヨコナデ 7トレ

(13. 2) 明の品書二字あり。 胎土 白色粒子多景含む。

78-11 杯 4. 2 焼成良好

(6.0) 色調内）NI.5/ (黒色）

外） lOY R 6 / 4 (にぶい

黄橙色）

内）黒色処理 回転実測、口緑部 1/5残存、

(12. 6) 
外）ロクロヨ 9コナデ 7トレ

胎土 白色微砂少森含む。78-12 坪 く2.2) 
焼成良好

色調内） N3/ (暗灰色）

外） lOY R 6 / 4 
底部回転糸切り。 内）黒色処理 回転実測、底部1/2残存、

外）ロクロヨコナデ 7トレ

胎土 白色粒子・砂粒少紐含む。
78-13 坪 <1.5〉 やや粒子の粗い砂粒微量含

(6, 8) む。

焼成良好

色調 7.5YR4/3 (褐色）
底部回転糸切り。 内外面 ロクロヨコナデ 完全実測、 7トレ

15. 4 
胎土砂粒多況含む。

須恵器 焼成良好78-14 
坪
4. 4 

色調 2,5Y 6/4 (にぶい黄色）
6. 8 

内外面中央付近黒く焼けて

いる。

体部内弯して立ち上がる。 内）黒色処理 回転実測、口緑部1/6残存、
底部手持ちヘラケズリ 外）ロクロヨコナデ IIトレ

(13. 4) 胎土 白色粒子多量含む。茶色粒
79-15 坪 4. 8 子少羹含む。

(7. 0) 焼成良好

色調内）Nl.5/ (黒色）

外）7. 5Y R 6 / 6 (橙色）
体部直線的に外傾するが、口径に比し 内外面 ロクロヨコナデ 完全実測、口緑部1/2残存、
て器応低い。 11トレ。

須恵器
16. 8 底部回転ヘラケズリの後、高台貼付。 胎土 ¢, I nm以下の白色粒子・ ¢,Imm

79-16 
高台付坪

3. 8 前後の無色粒子多嚢含む。

11. 8 焼成良好

色調 N 3/ (暗灰色）

弥生土器には高坪の脚部 (78-3)があり、「ハ」の字状に開き、外面に赤色塗彩が施される。

土師器には甕・坪があり、甕 (78-4)は長胴甕である。杯は11点あり、丸底で口辺部と底部と

の境に稜を有するもの (78-5、80-2・3)、底部に手持ちヘラケズリの施されるもの (78-7、

79-15)、回転糸切りのまま未調整のもの (78-8・9・11・13)などがある。
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｀ □冒□゜ (1 : 4) 10cm 

第80図 森下遺跡表採土器実測図

78-11は体部に「平」と思われる字と判読不可能な文字

の二字が認められる墨書土器である。

須恵器坪 (78-1・14)は底部回転糸切りのまま未調整

である。 78-1は底部に「X」のヘラ記号が認められる。

79-16は高台付坪で、口径に比して器高が低〈、所謂盤状の 。゚(I : 4) 10cm 
形態を呈するものである。底部回転ヘラケズリの後、

吉ム
向口

第81図 森下遺跡表採石製品実測図

第27表 森下遺跡表採土器観察表

ー“ 

P'ーI'~~,9,,999,.,．,＇,．． ,9,＇, •• 9ー1.,t‘IIl19ー
挿図

器種 法筵 成形及び器形の特徴 闘 整 備 考
番号

内外面 ヘラケズリの後、 ナデ調整 完全実測

胎土 白色系細砂粒多最含む。

80-1 甕 く3,8〉
焼成良好

色調 JOY R 5/ I (揺灰色）
4, 4 

外面底部に火熱を受けた痕

跡あり。

15. 0 
口辺部と底部の境に明瞭な陵を有し、 内）黒色処理 完全実測

口辺部は外傾して立ち上がる。 外）口辺部ヨコナデの後、横位のヘラミガキ 胎土 白色粒子少屈含む。
80-2 坪 5. 5 

底部は丸底を呈する。 底部ヘラケスりの後、ヘラミガキ 焼成良好

色調 2.5YR6/8 (橙色）

口辺部と底部の境に明瞭な陵を有し、 内）口辺部ヨコナデ、底部ナデ調整 回転実測、口緑部 1/4残存。

(13. 6) ロ辺部は内弯気味に外傾する。 外）口辺部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 胎土 ¢1 mm以下の白色粒子多畳

80-3 坪 <4. 2> 底部は丸底を呈する。 含む。

焼成良好

色調 lOY R 6/ 6 (明黄褐色）

が貼付される。蓋には78-2・ 6がある。つまみ部は宝珠形を呈し、かえりを有さず、 中央部で

器高が高まる形態のものである。

この他、石製品には81-1がある。81-1は五輪塔の空風輪で、風輪の下面には火輪と接続す

るための柄が突出している。

（三石）
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第V章調査のまとめ

今回、森下遺跡において検出された遺構・遺物の詳細は前述した。検出された遺構は、竪穴住

居址20棟、特殊遺構3基、土坑29基、溝状遺構6条である。一方出土遺物には、縄文土器、弥生

土器、土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄製品、石製品、獣骨等がある。

以下、今回の調査において検出された遺構・遺物のうち、竪穴住居址を中心として簡単にまと

めを行っていきたい。

第 1節遺構

今回調査を行った森下遺跡は、東方の周防畑遺跡群、西方の西近津遺跡群に狭まれた道路部分

の発掘調査であるが、調査区の東側に、御代田方面からのびる田切り地形の終末部分である小田

切り地形（第 1号溝状遺構）が存在しており、本遺跡は西方の西近津遺跡群の東側縁辺部分にあ

たるものと考えられる。

今回実施された調査は、道路拡幅工事に先立つものであり、現道の両側、幅約 1-3 mという

限られた範囲内での調査であり、さらに道路によ って削平を受けた部分が多く、全プランを確認

できた住居址はないが、台地上における遺構の分布をある程度把握することができた。

本遺跡から検出された竪穴住居址は、弥生時代後期（第 9・10・12・15・ 18号住居址）、古墳時

代後期～奈良時代初頭（第 4・5・6・14・17号住居址）、奈良～平安時代（第2・3・7・11・
(I) 

13・16・19・20号住居址）の三時期に大別される。本遺跡の周辺遺跡を概観すると西近津遺跡・
(2) (3) (4) 

若宮遺跡・下長畝遺跡・周防畑B遺跡等の発掘調査が実施されており、西近津遺跡で弥生時代後

期の住居址1棟、古墳時代中～後期の住居址3棟、若宮遺跡で古墳時代後期後半から奈良時代初

頭13棟、平安時代3棟、下長畝遺跡で弥生時代4棟、周防畑B遺跡で弥生時代23棟、平安時代67

棟の住居址が検出されている。また、各遺跡の標高は、西近津遺跡が714m前後、若宮遺跡が713

-714m、下長畝遺跡が705m前後、周防畑B遺跡が702-704m前後を測り、下長畝遺跡・周防畑

B遺跡において弥生時代の集落が展開しているのに対し、標高710mを越える西近津遺跡・若宮

遺跡では、西近津遺跡から後期の住居址が1棟検出されたのみである。本遺跡内においても最も

北方に位置する第 9号住居址の標高は約708mであり、他の4遺跡の弥生時代住居址の分布状況

とほぼ一致している。これらを総合すると、小山が指摘したように、弥生時代の集落はおおむね

標高710m前後を境にして展開されると考えられる。また、奈良時代及び平
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安時代の集落は、若宮遺跡で14棟、周防畑B遺跡で67棟、本遺跡においても 8棟が検出されてお
(5) (6) 

さらに、標高770mを測る前田遺跡群 ・鋳師屋遺跡群においても該期の大集落が営まれていり、

たことが確認されており、かなり広範囲にわたって、相当数の遺構が存在することが推測される。

住居址の平面形態及び規模については、先述したように、今回行った調査が道路の拡幅工事に

伴い限られた範囲内での調査であり、 さらに、道路により破壊された部分が多いため、全プラン

を確認できたものがなく言及するには至らなかった。

第 2節 遺物

1)弥生時代の土器について

森下遺跡において弥生時代とした住居址には第 9・ 10・12・ 15・ 18号住居址があるが、器形の

知り得る資料が出土した遺構は第10・12号住居址の 2棟のみであり、

器を中心に簡単にまとめを行っていきたい。

ここではこの 2棟の出土土

壺には赤色塗彩が施され、頸部に、箆描横走文に よる文様帯区画の中に箆描羽状沈線文が施文

されるもの

2)がある。

(30-1・ 2、36-3) と、無彩で、頸部に櫛描横走文の施文されるもの

また、前者には円形浮文の貼付されるものもある。

(36-1・ 

この他、胴下半部がくびれて底

部へ収束する30-3も存在する。

甕には口縁部から胴上半部に櫛描波状文と櫛描斜走文の施文されるものがある。頸部文様は櫛

描簾状文が施文されるが、 36-5は櫛描横走文が施文されており稀有な資料である。口縁部形態

は頸部から緩やかに外反する形態を呈し、 ロ縁部の伸長化傾向を窺うことができる。

以上、これらの出土土器は弥生時代後期前半、吉田式土器と考えられるものであるが、壺36-

1にみられるような大きく外反する 口辺部形態や胴下半部がくびれて底部に収束する30-3が存

在すること、 また、甕の口縁部が緩やかに外半して、伸長化の傾向がみられることなど、次期の
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箱清水式土器の様相を示すものが存在することから、本資料は吉田式系統の中でも新しい段階の

土器として位置づけておきたい。

2)古墳時代以降の土器について

古墳時代後期と考えられる土器は、第 4・6・14・17号住居址より 出土している。甕は外面に

縦位のヘラケズリが施され、 胴部にほとんど膨らみをもたない長胴甕が主体を占め、 他に、球胴

形の胴部を有し、胴部にヘラケズリの後ヘラミガキの施される43-2がある。坪には口辺部と底

部の境に稜を有する所謂須恵器模倣坪があるが、第17号住居址からは丸底で偏平な50-5が出土
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しており、古墳時代終末期に位置付けられ、第 4・6・14号住居址に後出するものである。

奈良時代～平安時代と考えられる住居址には、第 2・3・7・11・13・16・19・20号住居址が

あるが、第11号住居址から須恵器坪が比較的まとまって出土している。底部の残存する33-1 -

5はいずれも回転糸切りのまま未調整であり、体部の形態も直線的に外傾し、底部の縮小化傾向
(7) 

が認められる。須恵器杯の形態変化は、堤 隆氏が十二遺跡 (1988)の報告で口径：底径比（底

径＋口径X100) を用いて分析を行ってお り、本資料も33-4を除いてほぼ42-48の数値を示し

ていることから本住居址ば午二遺跡第V期 (9世紀前葉）に該当すると考える。この他、第13号

住居址からは、体部に「井」の墨書のみられる須恵器坪が出土している。須恵器に墨書が施され
(8) 

る例は、佐久地方では現在まで報告がなされているもので、佐久市上桜井北遺跡第6号住居址、
(9) (IO) (I I) 

同鋳師屋遺跡第 1号住居址、御代田町野火付遺跡第13号住居址、同前田遺跡第 1・7号住居址、
(I 2) (1 3) 

同十二遺跡第14(2点） ・46号住居址、小諸市宮の北遺跡第 9号住居址、同曽根城遺跡第 5号住
(I 4) (I 5) 

居址、小海町雨堤遺跡第 1号住居址の8遺跡11例を数え、土師器と比較して圧倒的に少ない。こ

れらを器種別にみると、坪8点、高台付坪 1点、蓋2点と坪形土器が圧倒的に多く、また、時期

別に概観すると 8世紀第 I四半期 1点、 8世紀第III四半期 1点、 8世紀第IV四半期-9世紀初頭

1点、 9世紀-10世紀8点と 9世紀代に最も多くの出土例がみられる。

以上、森下遺跡の出土土器を概観したが、本遺跡は弥生時代から平安時代にかけての複合遺跡

であり 、今後の調査によって本遺跡に展開する集落の一端が僅かでも明らかにされることを期待

したい。

註(1) 佐久市教育委員会 1971 r佐久市長土呂西近津造跡緊急発掘調査概報』

註(2) 佐久市教育委員会 1984 『若宮遣跡．＇

註(3) 1984年 佐久市教育委員会によって調査された。

註(4) 佐久市教育委員会 1980 『周防畑B遺跡調査概報』

註(5) 御代田町教育委員会 1987 『前田遺跡』

註(6) 佐久市教育委員会 1985 『鋳師屋遣跡』

1988 『鋳師屋遺跡 II』

（三石）

註(7)報文中において、第 4段階の須恵器坪について、「前段階の口径：底径比（底径＋口径X100)が50以上の数値を

示す場合が多かったのに対し、口径：底径比の数値が45程度と低くなって〈る特徴をみせる。」としている。

註(8) 佐久市教育委員会 1978 『上桜井北』

註(9) 佐久市教育委員会 1985 『鋳師屋遺跡』

註(JO)御代田町教育委員会 1985 『野火付遺跡』

註(11) 前掲註 5
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註(12) 御代田町教育委員会 1988 『十二遺跡』

註(13) 小諸市教育委員会 1981 『宮の北』

註(14)小諸市教育委員会 1983 『曽根城遺跡』

註(15) 小海町教育委員会 1986 『雨堤遺跡』
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森下遺跡付近航空写真（東洋航空事業株式会社撮影C5 -8) 
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3. 第10号住居址（南方より）
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